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（
表
紙
）

「

従
明
治
二
十
二
年
一
月

家
譜

慶
永
公

二
百
十
巻
追
加

十
六

到
同
年
十
二
月

」

家
譜

○
明
治
二
十
二
年
一
月
一
日
関
口
別
邸
御
住
居
の
方
々
左
の
如
し

慶
永
公

節
子
君

里
子
君

正
子
君

友
子
君

慶
民
君

錦
之
丞
君

○
同
日
早
朝
若
水
、
数
熨
斗
・
喰
摘
・
福
茶
・
雑
煮
・
吸
物
・
屠
蘇
・
松
立
祝

膳
一
汁
三
菜
を
進
む
、
畢
て
祠
堂
拝
礼
大
礼
服

例
の
如
し

○
同
日
午
前
九
時
出
門
大
礼
服

参
内
謁
見
所
に
於
拝
賀
、
畢
て
青
山
御
所
・
明
宮

御
殿
江
参
賀
せ
ら
る

○
同
日
帰
邸
後
節
子
君
以
下
の
御
方
々
年
賀
対
面
、
畢
て
武
田
正
規
・
沢
木
禄

平
・
佐
野
久
・
中
根
新
・
村
上
一
衛
・
中
島
直
蔵
、
女
中
ふ
ち
・
小
野
田
・

千
恵
の
年
賀
を
請
け
ら
る
、
武
田
以
下
に
屠
蘇
・
肴
を
賜
ふ

○
一
月
二
日
慶
民
君
午
前
九
時
出
門
明
宮
御
殿
江
参
賀
、
畢
て
慶
永
公
の
代
理

と
し
て
徳
川
家
達
殿
外
数
家
江
年
賀
を
申
入
れ
ら
る

○
一
月
三
日
元
始
祭
所
労
参
内
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を
差
出
さ
る

○
一
月
四
日
慶
民
君
午
後
二
時
出
門
、
春
光
君
同
道
江
東
中
村
楼
に
於
て
開
筵

す
る
福
井
青
年
会
に
出
席
せ
ら
る
、
会
員
江
密
柑
五
箱
遣
ハ
さ
る

○
同
日
式
部
職
よ
り
来
る
十
一
日
宮
城
江
参
集
御
移
転
を
奉
迎
す
へ
き
旨
通
達

せ
ら
る
、
左
の
如
し

来
る
十
一
日
午
前
十
時
御
出
門
、
御
移
転
被
為
在
候
ニ
付
通
常
礼
服
着
用

宮
城
江
参
集
奉
迎
可
有
之
、
此
段
申
入
候
也

明
治
二
十
二
年
一
月
四
日

式
部
長
官
侯
爵
鍋
島
直
大

従
一
位
松
平
慶
永
殿

○
一
月
五
日
新
年
宴
会
所
労
参
内
せ
ら
れ
す
、
宮
内
大
臣
江
不
参
届
を
差
出
さ

る
○
一
月
六
日
午
前
十
時
出
門
水
道
町
本
邸
に
赴
か
る
、
祠
堂
に
於
て
勇
子
命
の

正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
れ
し
故
出
席
せ
ら
れ
し
な
り
、
節
子
君
・
里
子
君
・

友
子
君
・
慶
民
君
に
も
参
邸
祭
場
に
列
せ
ら
る

○
一
月
八
日
午
前
九
時
出
門
水
道
町
本
邸
に
赴
か
る
、
治
好
命
の
正
忌
祭
中祭
を

執
行
せ
ら
れ
し
故
出
席
せ
ら
れ
し
な
り

○
一
月
十
日
宮
内
省
内
事
課
よ
り
、
参
内
及
賢
所
参
拝
、
吹
上
御
苑
参
入
の
向
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昇
降
下
乗
制
限
の
達
書
を
回
付
せ
り
、
左
の
如
し

参
内
及
賢
所
参
拝
、
吹
上
御
苑
参
入
之
向
昇
降
下
乗
制
限
達
ハ
、
昨
九
日

官
報
ヲ
以
発
付
相
成
候
ヘ
ト
モ
、
尚
印
刷
ニ
付
シ
為
御
心
得
及
回
附
候
条
、

�
者
・
従
者
ヘ
詳
細
御
示
シ
置
有
之
度
、
此
段
申
入
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
十
日

宮
内
省
内
事
課

宮
内
省
達
号
外
写

参
内
及
賢
所
参
拝
、
吹
上
御
苑
参
入
ノ
輩
昇
降
下
乗
制
限
左
ノ
如
ク
相
定

メ
、
本
年
本
月
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス

但
時
ニ
臨
ミ
時
ニ
示
達
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

明
治
廿
二
年
一
月
九
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元

参
内

一
親
任
官
・
勅
任
官
・
麝
香
間
祗
候
・
有
爵
者
・
非
役
従
四
位
以
上
・

外
国
公
使
其
他
内
外
国
人
ノ
勲
三
等
以
上
若
ク
ハ
勅
任
ノ
待
遇
ヲ
受

ク
ル
輩
、
新
年
朝
拝
・
三
大
節
及
外
国
公
使
国
書
ヲ
捧
呈
ス
ル
場
合

ニ
限
リ
、
正
門
ヲ
入
リ
御
車
寄
ヨ
リ
昇
降
シ
乗
馬
車
・
乗
馬
ノ
儘
昇

降
所
ニ
至
ル
ヲ
得
、
若
シ
人
力
車
ナ
ル
ト
キ
ハ
正
門
ヨ
リ
ス
ル
モ
ノ

ハ
正
門
外
ニ
於
テ
、
阪
下
門
又
ハ
通
用
門
ヨ
リ
ス
ル
モ
ノ
「
東
」（
朱
書
）

ハ
車
寄
前

ニ
於
テ
下
乗
ス
ヘ
シ

一
同
上
ノ
輩
同
上
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
都
テ
坂
下
門
又
ハ
通
用
門
ヲ

入
リ
東
車
寄
ヨ
リ
昇
降
シ
、
乗
車
馬
ノ
儘
昇
降
所
ニ
至
ル
モ
ノ
ト
ス

一
奏
任
官
・
華
族
・
非
役
正
五
位
以
下
従
六
位
以
上
・
内
外
国
人
ノ
勲

四
等
以
下
勲
六
等
以
上
若
ク
ハ
奏
任
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
ノ
輩
及
門
跡

寺
院
ノ
住
職
ハ
、
新
年
朝
拝
以
上
都
テ
ノ
場
合
ニ
於
テ
阪
下
門
又
ハ

通
用
門
ヲ
入
リ
東
車
寄
ヨ
リ
昇
降
シ
、
乗
車
馬
ノ
儘
昇
降
所
ニ
至
ル

モ
ノ
ト
ス

賢
所

一
親
任
官
以
下
奏
任
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
輩
及
門
跡
寺
院
ノ
住
職
ハ
、
正

門
又
ハ
阪
下
門
・
通
用
門
ヲ
入
リ
其
正
門
、
吹
上
門
ヨ
リ
ス
ル
モ
ノ

ハ
千
里
門
外
ニ
於
テ
、
阪
下
門
通
用
ヨ
リ
ス
ル
モ
ノ
ハ
外
庭
東
門
ヲ

経
テ
道
�
門
外
ニ
於
テ
下
乗
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
正
門
ヨ
リ
ス
ル
モ

ノ
ハ
乗
馬
車
・
乗
馬
ノ
モ
ノ
ニ
限
ル

吹
上
御
苑

一
親
任
官
以
下
勅
任
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
輩
ハ
、
吹
上
門
ヲ
入
リ
広
芝
口

ニ
於
テ
下
乗
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
奏
任
官
以
下
奏
任
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
輩
ハ
、
吹
上
門
ヲ
入
リ
吹
上
一

ノ
門
ニ
於
テ
下
乗
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

注
意

○
正
門
ハ
元
西
丸
大
手
門
ヲ
云
○
阪
下
門
ハ
元
西
丸
阪
下
門
ニ
シ
テ

宮
内
省
ノ
正
面
ニ
在
リ
○
通
用
門
ハ
代
官
町
ニ
在
リ
○
御
車
寄
ハ
宮

城
ノ
南
面
ニ
シ
テ
正
ニ
鉄
橋
ト
相
対
ス
○
東
車
寄
ハ
宮
城
ノ
東
面
ニ

シ
テ
宮
内
省
ト
鉄
橋
ト
ノ
中
間
ニ
在
リ
○
（
庭
）

外
廷
東
門
ハ
通
用
門
ヨ
リ

宮
内
省
ニ
通
ス
ル
道
右
ニ
在
リ
、
東
北
斜
ニ
西
桔
梗
橋
ニ
対
ス
○
千

里
門
ハ
元
吹
上
釣
橋
ノ
西
南
、
参
集
所
ノ
東
北
ニ
在
リ
○
道
�
門
ハ

元
吹
上
釣
橋
ノ
西
北
ニ
在
リ
○
吹
上
門
ハ
半
蔵
門
内
ニ
正
面
ス
○
吹
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上
一
ノ
門
ハ
吹
上
門
内
左
方
ニ
在
リ
○
広
芝
口
ハ
御
苑
内
吹
上
一
ノ

門
ヲ
入
リ
広
芝
ニ
出
ツ
ル
所
ヲ
云

○
一
月
十
一
日
午
前
九
時
卅
分
出
門
新
営
の
宮
城
に
参
上
せ
ら
る
、
本
日
午
前

十
時
を
以
て
、
皇
上
・
皇
后
宮
赤
坂
仮
皇
居
よ
り
移
御
せ
ら
る
へ
き
旨
仰
出

さ
れ
し
故
、
奉
迎
の
た
め
な
り
、
移
御
及
ひ
奉
迎
の
次
第
ハ
、
十
時
五
十
五

分
正
門
前
に
於
て
煙
花
を
揚
け
、
御
車
寄
前
に
於
て
楽
西式
を
奏
す
、
十
時
五

十
七
分
両
陛
下
御
馬
車
御
一
列
に
て
着
御
、
此
日
勅
任
官
・
麝
香
間
祗
候
御

車
寄
前
に
列
立
奉
迎
、
畢
て
十
一
時
過
謁
見
所
に
於
て
皇
族
・
宮
内
勅
任
官

拝
謁
、
次
ニ
各
大
臣
・
親
任
官
・
公
爵
・
従
一
位
・
勲
一
等
勅
任
官
拝
謁
、

次
ニ
麝
香
間
祗
候
拝
謁
、
次
ニ
参
内
の
輩
一
同
に
立
食
を
賜
ハ
り
し
な
り

○
同
日
御
移
転
の
御
祝
義
と
し
て
麝
香
間
祗
候
の
方
々
と
�
も
に
御
肴
を
献
上

せ
ら
る

○
一
月
十
五
日
午
十
二
時
過
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
同
日
新
営
の
宮
城
江
還
幸
あ
り
し
を
祝
し
奉
ら
る
�
た
め
、
三
幅
対
掛
軸
図三

番
叟
探
淵
筆
将
軍
家
慶
公
よ

り
浅
子
君
に
贈
ら
れ
し
も
の
一
箱
進
献
せ
ら
る

○
一
月
十
八
日
華
族
女
学
校
江
節
子
君
の
退
校
願
を
差
出
さ
る
十
九
日
願
の
如

く
聞
届
ら
る

左

の
如
し

退
校
願

御
校
学
生松
平
節
子

右
之
者
儀
近
来
慢
性
気
管
枝
加
答
留
症
ニ
而
爾
々
不
致
候
ニ
付
、
厚
ク
療

養
相
加
候
様
医
者
モ
申
聞
候
間
、
退
校
之
上
篤
ト
養
生
為
致
度
奉
存
候
、

依
テ
別
紙
診
断
書
相
添
此
段
奉
願
上
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
十
八
日

右
保
証
人

従
一
位
松
平
慶
永

朱
書願
之
通

□
華
族
女
学
校
々
長
西
村
茂
樹
殿

明
治
廿
二
年
一
月
十
九
日

診
断
書

慢
性
気
管
枝
加
答
留
症

松
平
節
子

右
者
慢
性
症
ニ
シ
テ
急
速
全
快
難
相
成
候
ニ
付
、
退
校
之
上
長
ク
療
養
相

加
ヘ
可
然
及
診
断
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
十
七
日

岩
佐

純

○
一
月
廿
日
下
谷
中
徒
町
三
丁
目
六
十
四
番
地
高
橋
栄
徳
に
、
金
壱
万
疋
遣
ハ

さ
る
、
高
橋
ハ
累
代
旧
幕
府
の
御
城
坊
主
に
て
、
其
父
栄
格
寛
政
八
年
中
よ

り
、
栄
徳
ハ
文
政
年
中
よ
り
当
邸
に
出
入
せ
し
も
の
な
る
か
、
栄
徳
已
に
老

衰
せ
し
上
其
子
栄
仙
一
昨
年
病
死
し
家
計
困
難
に
陥
り
た
る
よ
し
に
て
、
旧

時
の
縁
故
に
縋
り
金
百
円
拝
借
し
た
き
旨
請
求
し
け
れ
と
、
貸
金
ハ
家
則
に

触
る
れ
ハ
と
て
慶
永
公
の
手
許
よ
り
本
額
の
金
を
遣
ハ
さ
れ
し
な
り

○
一
月
廿
六
日
午
後
三
時
出
門
水
道
町
本
邸
に
赴
か
る
、
去
年
慶
永
公
位
階
を
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昇
進
せ
ら
れ
且
新
年
に
入
た
る
を
以
て
、
其
祝
意
を
表
す
る
た
め
、
本
邸
に

於
て
御
一
族
方
を
招
待
し
て
宴
会
を
開
か
れ
し
故
な
り
来
賓
人
名
及
ひ
宴
会
の
次

第
ハ
茂
昭
公
譜
に
詳
記
す

○
一
月
廿
七
日
宮
内
省
よ
り
思
食
を
以
て
雁
二
羽
下
賜
せ
ら
る
、
上
直
侍
従
の

添
書
左
の
如
し

雁
二
羽

右
以
思
召
下
賜
候
ニ
付
御
伝
へ
申
候
也

一
月
廿
七
日

上
直
侍
従

松
平
慶
永
殿

○
一
月
廿
八
日
華
族
女
学
校
江
授
業
参
観
の
た
め
正
子
君
を
日
々
同
校
江
指
出

さ
れ
た
き
旨
出
願
せ
ら
る
、
願
書
左
の
如
し

参
観
願

松
平
慶
永
七
女松
平
正
子

明
治
十
二
年
十
一
月
生

右
之
者
儀
御
校
江
入
学
為
仕
度
処
、
臨
時
入
校
御
指
免
無
之
趣
ニ
付
日
々

参
観
之
儀
御
認
可
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
上
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
廿
八
日

従
一
位
松
平
慶
永

華
族
女
学
校
長
西
村
茂
樹
殿

願
之
通

明
治
廿
二
年
一
月
廿
九
日

家
庭
教
授
科
目

一
読
物

普
通
読
本
三
編
ノ
下

書
取

一
筆
算

除
法

一
作
文

近
易
ノ
物
ニ
就
テ
ノ
記
事

一
画

直
線
曲
線

一
習
字

国
尽

以
上

○
一
月
三
十
日
孝
明
天
皇
御
例
祭
所
労
参
拝
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を

差
出
さ
る

○
一
月
三
十
一
日
式
部
職
よ
り
、
本
日
よ
り
十
二
日
間
宮
中
喪
仰
出
さ
れ
し
旨

を
申
遣
ハ
さ
る
、
左
の
如
し

今
般
澳
地
利
洪
牙
利
国
皇
太
子
ル
ー
ド
ル
フ
殿
下
�
去
ニ
付
、
今
卅
一
日

ヨ
リ
十
二
日
間
宮
中
喪
被
仰
出
候
、
此
段
申
入
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
三
十
一
日

式
部
長
官
侯
爵
鍋
島
直
大

従
一
位
松
平
慶
永
殿

追
テ
参
内
ノ
節
喪
服
着
用
心
得
書
及
御
回
附
候
也

前
六
日

男
子○

大
礼
服

一
黒
紗
ヲ
左
腕
ニ
纏
フ

一
黒
紗
ヲ
以
テ
帽
ノ
飾
章
ヲ
覆
フ

一
黒
紗
ヲ
以
テ
剣
ノ
柄
ヲ
巻
ク
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一
手
套
黒
色

○
通
常
礼
服〔
燕
尾
服
〕

一
手
套
黒
色

○
通
常
服〔
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〕上
下
黒
羅
紗

一
帽
黒
色
黒
羅
紗
ヲ
纏
フ

一
襟
飾
手
套
黒
色

婦
人一

服
地
無
紋
黒
色

一
帽
子
及
飾
黒
色

一
手
套
扇
子
黒
色

一
諸
飾
品
黒
色

後
六
日

男
子○

大
礼
服

一
黒
紗
ヲ
左
腕
ニ
纏
フ

一
手
套
鼠
色
又
ハ
白

○
通
常
礼
服〔
燕
尾
服
〕

一
手
套
鼠
色
又
ハ
白

○
通
常
服〔
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〕上
下
黒
羅
紗

一
黒
羅
紗
ヲ
以
テ
帽
ニ
纏
フ

一
襟
飾
黒
色
手
套
黒
又
ハ
鼠
色

婦
人

一
服
地
黒
色

一
手
套
黒
又
ハ
鼠
色

〆
陸
海
軍
将
校
及
相
当
官
ハ
十
二
日
間
左
腕
ニ
黒
紗
ヲ
纏
フ

○
二
月
三
日
宮
内
省
よ
り
、
来
る
十
一
日
紀
元
節
ハ
当
日
限
り
除
喪
仰
出
さ
る

�
旨
達
せ
ら
る
、
左
の
如
し

来
ル
十
一
日
紀
元
節
ニ
付
当
日
除
喪
仰
出
サ
ル

明
治
二
十
二
年
二
月
三
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元

○
二
月
五
日
午
前
十
時
過
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
同
日
中
根
牛
介
に
金
七
百
円
下
附
せ
ら
る
、
牛
介
家
計
の
都
合
に
よ
り
金
七

百
円
拝
借
し
た
き
旨
請
願
し
け
れ
と
、
貸
金
ハ
家
則
に
触
れ
て
聴
届
け
ら
る

へ
き
に
あ
ら
さ
り
し
故
其
意
を
示
さ
れ
し
か
は
、
牛
介
更
に
其
父
故
雪
江
か

生
前
に
相
交
は
り
し
諸
名
士
の
書
�
を
蒐
め
て
一
双
の
�
風
に
帖
り
置
き
た

る
を
、
其
儘
慶
永
公
江
献
呈
す
へ
き
旨
申
出
し
故
、
特
旨
を
以
て
其
代
と
し

て
内
帑
よ
り
金
弐
百
円
賜
ハ
り
、
外
ニ
昨
年
下
賜
ハ
り
し
金
五
百
円
を
当
時

其
儘
当
邸
に
預
り
置
か
れ
し
故
、
此
分
を
合
ハ
せ
て
下
附
せ
ら
れ
し
な
り

○
二
月
十
一
日
午
前
七
時
三
十
分
出
門
参
内
せ
ら
る
、
紀
元
節
参
賀
及
ひ
憲
法

発
布
式
に
参
列
の
た
め
な
り
、
式
畢
て
千
駄
ケ
谷
徳
川
家
達
殿
邸
に
赴
き
午
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餐
、
午
後
一
時
よ
り
青
山
練
兵
場
に
於
て
執
行
せ
ら
る
�
観
兵
式
を
陪
観
し

五
時
過
一
応
帰
邸
、
更
に
六
時
出
門
参
内
、
七
時
宮
中
に
於
て
晩
餐
を
賜
ハ

り
九
時
舞
楽
拝
観
、
畢
て
退
散
せ
ら
る
、
本
日
ハ
頗
る
盛
式
な
り
し
を
以
て

左
に
其
次
第
を
附
記
す
、
昨
夜
よ
り
今
朝
に
至
り
降
（
霏
）

雪
菲
々
十
時
空
始
め
て

霽
る来

る
十
一
日
紀
元
節
宮
中
に
於
テ
憲
法
発
布
式
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
�
ニ
付
、

諸
次
第
左
ノ
如
ク
定
メ
ラ
ル

明
治
廿
二
年
二
月
三
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元

紀
元
節
御
親
祭
次
第

午
前
第
八
時
宮
内
省
官
員
著
床

次
開
扉

此
間
奏
楽

次
神
饌
及
御
幣
物
ヲ
供
ス

此
間
奏
楽

午
前
第
九
時
親
任
官
・
公
爵
・
勲
一
等
勅
任
官
・
府
県
知
事
・
麝
香
間
祗

候
・
侯
爵
著
床

次
出
御
、
内
大
臣
・
宮
内
大
臣
・
侍
従
長
・
式
部
長
官
以
下
供
奉
恒
ノ
如

シ
、
親
王
・
内
閣
総
理
大
臣
・
枢
密
院
議
長
・
各
大
臣
�
従

次
賢
所
御
玉
串
ヲ
奉
リ
給
ヒ
御
拝
、
憲
法
発
布
ノ
御
告
文
ヲ
奏
シ
給
フ
、

御
鈴
恒
ノ
如
シ

次
皇
霊
殿
御
玉
串
ヲ
奉
リ
給
ヒ
御
拝
、
御
告
文
ヲ
奏
シ
給
フ

次
神
殿
御
拝
、
畢
テ
入
御

次
親
王
・
内
閣
総
理
大
臣
・
枢
密
院
議
長
・
各
大
臣
・
親
任
官
・
公
爵
・

勲
一
等
勅
任
官
・
府
県
知
事
・
麝
香
間
祗
候
・
侯
爵
拝
礼

次
宮
内
省
著
床
諸
員
拝
礼

次
御
幣
物
及
神
饌
ヲ
徹
ス

此
間
奏
楽

次
閉
扉

此
間
奏
楽

次
各
退
出憲

法
発
布
式
次
第

期
ニ
先
ツ
テ
神
宮
ヘ
ハ
掌
典
長
公
爵
九
条
道
孝
ヲ
、
神
武
天
皇
陵
ヘ
ハ
式

部
次
官
男
爵
高
崎
正
風
ヲ
、
孝
明
天
皇
陵
ヘ
ハ
掌
典
子
爵
竹
屋
光
昭
ヲ
勅

使
ト
シ
テ
発
遣
シ
奉
幣
セ
ラ
ル
、
官
・
国
幣
社
ヘ
ハ
地
方
官
ヲ
勅
使
ト
シ

テ
奉
幣
セ
ラ
ル

当
日
午
前
十
時
内
閣
総
理
大
臣
百
官
有
司
ヲ
率
テ
正
殿
ノ
式
場
ニ
入
リ
、

班
列
ス

入
場
諸
員
左
ノ
如
シ

内
閣
総
理
大
臣

枢
密
院
議
長

各
大
臣

親
任
官

公
爵

勲
一
等

府
県
知
事

麝
香
間
祗
候

侯
爵

伯
子
男
爵
総
代
各
一
名

次
出
御

此
間
奏
楽

君
カ
代
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御
列舎

人

式
部
官

式
部
長
官

侍
従

剣
璽

勅
任
侍
従
之
ヲ
奉
ス

宸
儀

侍
従

親
王

内
大
臣

憲
法
ヲ
納
メ
タ
ル
筥
ヲ
奉
ス

天
皇
御
璽

侍
従
之
ヲ
奉
ス

宮
内
大
臣

近
衛
将
官
・
佐
官

関
係
宮
内
官

次
高
御
座
ニ
著
御
、
�
従
ノ
親
王
・
諸
官
左
右
ニ
侍
立
ス

次
内
大
臣
憲
法
ヲ
奉
ル

次
勅
語
ア
リ
、
憲
法
ヲ
内
閣
総
理
大
臣
ニ
下
付
シ
給
フ
、
内
閣
総
理
大
臣

進
テ
之
ヲ
奉
受
ス

此
間
祝
砲
執
行

次
入
御

此
間
奏
楽

君
カ
代

次
各
退
出

御
式
中
皇
后
陛
下
ハ
高
御
座
ノ
右
側
ニ
別
ニ
御
座
ヲ
設
ケ
テ
参
観
シ
給
フ
、

各
国
公
使
・
公
使
館
員
ハ
左
側
ニ
参
列
シ
テ
陪
観
ス

勅
任
取
扱
雇
外
国
人
・
勲
三
等
以
上
内
外
国
人
・
在
京
奏
任
官
三
等
以
上

・
始
審
裁
判
所
長
・
奏
任
官
内
閣
・
枢
密
院

各
省
・
元
老
院
四
等
以
下
毎
等
総
代
一
名
・
府

県
会
議
長

右
正
殿
廊
下
ニ
於
テ
拝
観
ヲ
許
サ
ル

青
山
練
兵
場
観
兵
式
臨
御
次
第
当
日
雨
雪
ナ

レ
ハ
止
ム

午
後
第
一
時
三
十
分
御
出
門

鹵
簿国

儀
式

皇
帝
・
皇
后
両
陛
下
御
同
車
、
親
王
・
御
息
所
・
内
閣
総
理
大
臣
・

枢
密
院
議
長
・
各
大
臣
・
親
任
官
供
奉

次
式
場
著
御
天
幕
内
ニ
入
御

次
閲
兵
式

分
列
式

右
畢
テ
還
御

発
布
式
参
列
拝
観
ノ
諸
員
ハ
先
著
参
観
ス

一
午
後
第
七
時
親
王
・
内
閣
総
理
大
臣
・
枢
密
院
議
長
・
各
大
臣
・
外
国

公
使
・
親
任
官
等
ノ
諸
員
ヲ
召
シ
、
豊
明
殿
ニ
於
テ
宴
会
ヲ
催
サ
ル

一
午
後
第
九
時
発
布
式
拝
観
ノ
諸
員
ヲ
召
シ
、
正
殿
ニ
於
テ
舞
楽
天
覧

舞
楽
目
録
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大
和
歌

久
米
舞�

楽

大
平
楽

打
球
楽

春
庭
花

胡
蝶
童
舞

長
慶
子

○
二
月
十
五
日
午
後
三
時
よ
り
石
黒
福
井
県
知
事
以
下
九
名
を
招
き
小
宴
を
開

か
る
、
茂
昭
公
に
も
同
刻
関
口
別
邸
に
来
ら
れ
た
り
、
招
待
の
人
名
左
の
如

し
由
利
公
正
子

青
山
貞
男

石
黒

務

松
平
正
直

堤

正
誼

長
谷
部
辰
連

萩
原

縫

伊
藤

輔

断田
辺
良
顕

○
二
月
十
六
日
去
る
十
日
幾
子
君
御
分
娩
の
御
女
子
に
名
を
ヒ
ロ敬

子
と
�
定
せ
ら

る
命
名
書
及
ひ
出
典
等
茂
昭
公

譜
に
詳
記
す

○
二
月
廿
三
日
慶
民
君
午
後
三
時
過
出
門
新
橋
停
車
場
に
赴
か
る
、
明
宮
殿
下

の
御
帰
京
を
奉
迎
せ
ら
れ
し
な
り
、
五
時
半
帰
邸
せ
ら
る

○
二
月
廿
四
日
慶
民
君
午
後
三
時
出
門
明
宮
御
殿
江
参
上
せ
ら
る
、
昨
日
御
帰

京
あ
り
し
故
参
賀
せ
ら
れ
し
な
り
、
拝
謁
仰
付
ら
れ
御
菓
子
�
笥
一
下
賜
せ

ら
る

○
二
月
廿
五
日
島
津
忠
義
殿
の
使
者
寺
師
宗
徳
来
る
、
明
廿
六
日
寺
島
宗
則
殿

を
島
津
殿
の
邸
に
招
待
し
て
、
憲
法
に
対
す
る
心
得
方
を
相
談
す
へ
け
れ
ハ
、

慶
永
公
に
も
来
邸
あ
り
た
し
と
申
遣
ハ
さ
れ
し
な
り
、
忠
義
殿
の
御
相
談
書

左
の
如
し

一
今
回
憲
法
発
布
ニ
付
而
ハ
、
拙
者
等
ノ
如
キ
浅
学
ノ
者
ニ
於
而
ハ
能
ク

其
意
義
ヲ
解
シ
居
ラ
サ
レ
ハ
、
時
ニ
臨
ン
テ
不
都
合
ト
存
ス
ル
ニ
就
キ
、

今
後
ハ
同
族
中
有
志
ノ
人
々
相
互
ニ
研
究
モ
致
度
候

一
貴
族
院
設
立
ニ
付
而
ハ
勿
論
、
帝
室
ノ
藩
�
ト
ナ
リ
応
分
ノ
尽
力
致
ス

ヘ
キ
筈
ニ
候
ヘ
共
、
同
主
義
ノ
面
々
ハ
兼
々
申
談
シ
分
離
ナ
キ
様
覚
悟

致
度
候

一
議
院
ニ
参
列
致
候
ニ
当
リ
テ
ハ
弘
ク
民
間
ノ
情
実
等
モ
探
問
致
シ
、
時

宜
ニ
違
ハ
サ
ル
コ
ト
緊
要
乎
ト
存
候
、
就
テ
ハ
各
自
御
互
ニ
旧
好
ノ
輩

ト
弘
ク
一
致
協
同
致
シ
、
時
ニ
臨
ミ
衆
力
ヲ
得
ル
ノ
心
懸
致
度
候

一
拙
者
等
故
斉
彬
・
久
光
ノ
遺
旨
モ
有
之
、
今
後
ニ
至
リ
テ
モ
其
志
ヲ
継

キ
尽
力
ノ
心
得
ニ
候
「
者
」（
朱
書
）

得
共
、
貴
慮
ノ

�

次
第
モ
時
々
御
注
意
可
相
願
候
、

且
爾
今
目
下
枢
要
ノ
件
ニ
付
建
議
モ
致
候
時
ハ
、
同
志
中
篤
ク
申
談
シ

候
処
希
望
致
候

一
貴
族
院
開
設
時
日
モ
間
無
之
哉
ニ
窺
ハ
レ
候
、
就
テ
ハ
時
々
諸
事
打
合

モ
致
置
度
モ
折
々
会
合
モ
難
出
来
候
、
就
而
者
家
人
中
一
二
人
ニ
予
テ

代
理
申
付
置
、
気
脈
相
通
シ
候
様
致
度
候

一
旧
好
中
一
致
結
合
ハ
今
日
ニ
於
テ
至
要
ノ
件
ト
存
候
間
、
拙
者
等
ハ
不
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日
一
旦
帰
県
致
夫
等
ノ
纏
メ
相
付
候
心
得
ニ
候
、
就
而
ハ
同
族
中
同
意

ノ
面
々
ハ
各
旧
藩
ノ
人
々
ヘ
趣
意
申
遣
シ
、
互
ニ
気
脈
相
通
シ
候
様
致

度
候

右
差
向
キ
愚
存
之
趣
ニ
候
、
如
何
ノ
思
召
ニ
候
哉
賢
慮
伺
度
候

○
二
月
廿
六
日
宮
内
省
よ
り
雉
子
三
羽
・
兎
二
羽
下
賜
ハ
る
、
侍
従
の
添
書
左

の
如
し一

雉
子

三
羽

一
兎

二
羽

右
ハ
千
葉
県
下
習
志
野
原
ニ
於
テ
捕
獲
相
成
候
ニ
付
、
思
召
ヲ
以
テ
下
賜

候
間
御
伝
申
進
候
也

二
月
廿
六
日

上
直
侍
従

松
平
慶
永
殿

○
同
日
蜂
須
賀
茂
韶
殿
よ
り
法
律
研
究
会
に
来
会
あ
り
た
き
旨
通
知
せ
ら
る
、

去
十
八
日
を
以
て
研
究
会
開
設
の
趣
意
趣
意
書
ハ
茂
昭
公

譜
に
記
載
す

を
申
遣
ハ
さ
れ
し
な

り
拝
啓
陳
者
兼
而
申
上
候
通
法
律
研
究
会
之
義
、
弥
明
后
廿
七
日
午
后
一
時

ヨ
リ
三
田
拙
邸
ニ
於
テ
相
開
、
伊
藤
枢
密
院
議
長
演
説
有
之
筈
ニ
付
御
来

会
被
下
度
、
此
段
更
ニ
及
御
通
知
候
也

明
治
廿
二
年
二
月
廿
二
日

蜂
須
賀
茂
韶

松
平
慶
永
殿

○
二
月
廿
七
日
蜂
須
賀
茂
韶
殿
よ
り
法
律
研
究
会
に
於
て
決
議
あ
り
し
条
項
を

通
知
せ
ら
る
、
左
の
如
し

拝
啓
今
日
拙
邸
ニ
於
テ
法
律
研
究
会
相
開
、
伊
藤
枢
密
院
議
長
演
説
ヲ
ナ

シ
、
其
後
相
談
之
ケ
条
左
之
通
相
決

幹
事
ハ
集
会
ノ
諸
氏
指
名
シ
左
ノ
三
名
当
�
ス三

条
実
美

柳
原
前
光

蜂
須
賀
茂
韶

会
場
ハ
次
会
ハ
学
習
院
ニ
テ
相
催
候
事

但
差
支
ノ
有
無
彼
方
ヘ
茂
韶
ヨ
リ
照
会
ノ
事

爾
後
書
記
ヲ
雇
演
説
ノ
筆
記
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
事

但
幹
事
ニ
テ
人
�
ノ
事

会
費
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ニ
付
其
額
ヲ
定
メ
、
次
会
迄
ニ
幹
事
ヨ
リ
衆
議
ニ
持

出
シ
候
事

会
員
現
在
名
簿
別
紙
之
通
ニ
候
事

此
後
会
員
ニ
加
入
ヲ
乞
フ
人
ア
レ
ハ
衆
議
ニ
幹
事
ヨ
リ
持
出
ス
事

次
会
ニ
ハ
憲
法
説
時
ニ
適
ス
ル
人
ヲ
伊
藤
議
長
手
許
ニ
テ
�
ヒ
、
幹
事

迄
照
会
有
之
筈

右
及
御
報
道
候
也

二
月
廿
七
日

蜂
須
賀
茂
韶

松
平
慶
永
殿
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別
紙

小
松
宮
殿
下

伏
見
宮
殿
下

北
白
川
宮
殿
下

三
条
実
美

徳
川
家
達

毛
利
元
徳

島
津
忠
済

島
津
忠
義

岩
倉
具
定

鍋
島
直
大

浅
野
長
勲

池
田
章
政

伊
達
宗
城

松
平
慶
永

東
久
世
通
禧

柳
原
前
光

大
給

恒

鍋
島
直
彬

長
岡
護
美

千
家
尊
福

黒
田
長
成

鷹
司
熙
通

松
平
茂
昭

久
我
通
久

醍
醐
忠
順

徳
大
寺
実
則

徳
川
義
礼

徳
川
茂
承

池
田
輝
知

九
条
道
孝

佐
竹
義
生

伊
藤
博
文

中
山
孝
麿

細
川
護
久

○
同
日
午
前
十
時
出
門
参
内
せ
ら
る
、
昨
廿
七
日
雉
子
・
兎
を
下
賜
ハ
り
し
故

御
礼
を
申
上
ら
れ
し
な
り

○
同
日
関
思
明
来
邸
す
、
節
子
君
の
習
字
師
に
依
頼
せ
ら
れ
し
故
な
り
、
束
脩

金
五
百
疋
、
外
に
鶏
卵
一
箱
を
贈
り
酒
肴
を
指
出
さ
る

○
三
月
四
日
午
前
九
時
出
門
青
山
御
所
江
参
上
せ
ら
る
、
明
五
日
皇
太
后
宮
熱

海
加
茂
御
料
地
江
行
啓
在
ら
せ
ら
る
�
を
以
て
、
御
機
嫌
を
伺
ハ
れ
し
な
り

○
三
月
五
日
午
前
十
時
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
三
月
七
日
午
後
二
時
出
門
学
習
院
に
赴
か
る
、
憲
法
研
究
会
に
出
席
せ
ら
れ

し
な
り
、
六
時
帰
邸
せ
ら
る

○
三
月
十
一
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
秀
康
命
の
誕
辰
祭
を
執
行
せ
ら
る
、
慶
永
公

出
会
せ
ら
れ
す
、
余
寒
甚
し
か
り
し
故
な
り

○
三
月
十
五
日
午
前
十
時
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
同
日
玄
関
番
村
上
一
衛
を
家
従
並
に
命
せ
ら
る
、
勤
方
元
ノ
如
し
辞
令
書
は
茂

昭
公
譜
に
掲

載す
○
同
日
旧
臣
酒
井
帰
耕
に
家
計
補
助
と
し
て
已
後
一
人
扶
持
、
外
に
毎
月
金
壱

円
下
賜
す
へ
き
旨
達
せ
ら
る
、
慶
永
公
の
特
旨
な
り

○
三
月
十
七
日
午
後
一
時
過
出
門
巣
鴨
別
邸
に
赴
か
る
、
観
梅
の
た
め
な
り
、

慶
民
君
・
錦
之
丞
君
・
春
光
君
同
行
せ
ら
る
、
随
行
ハ
伊
藤
輔
・
佐
野
久
、

又
慶
民
君
に
随
行
せ
し
ハ
沢
木
外
雄
・
佐
野
為
雄
、
錦
之
丞
君
の
随
行
ハ
佐

野
正
、
春
光
君
の
随
行
ハ
鈴
木
道
な
り
、
別
邸
番
室
田
文
六
手
製
の
海
苔
巻

酢
を
呈
す

○
三
月
廿
日
春
季
皇
霊
祭
所
労
参
内
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を
指
出
さ

る
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○
三
月
廿
五
日
午
前
十
時
過
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
三
月
廿
六
日
学
習
院
江
慶
民
君
の
入
学
願
を
指
出
さ
る
、
慶
民
君
従
前
高
等

師
範
学
校
附
属
校
に
通
学
せ
ら
れ
し
か
、
更
に
学
習
院
江
入
学
せ
ら
る
�
事

と
な
り
、
高
等
師
範
学
校
の
方
ハ
昨
日
退
校
の
許
可
あ
り
し
な
り

入
学
願

東
京
府
小
石
川
区
小
石
川
水
道
町
卅
五
番
地

華
族
正
三
位
侯
爵
松
平
茂
昭
養
弟

従
一
位
松
平
慶
永
四
男松
平
慶
民

明
治
十
五
年
三
月
十
三
日
生

右
御
校
江
入
学
為
致
度
候
間
此
段
奉
願
候
也

明
治
廿
二
年
三
月
廿
六
日

府
下
小
石
川
区
関
口
町
百
六
十
二
番
地
華
族

右
保
証
人
従
一
位
松
平
慶
永

学
習
院
長
三
浦
梧
楼
殿

朱
書聞
届
候
事

明
治
廿
二
年
四
月
四
日

○
同
日
法
律
研
究
会
幹
事
ヨ
リ
現
在
会
員
人
名
録
を
送
り
越
す
、
左
の
如
し

拝
啓
別
紙
現
在
会
員
人
名
録
出
来
候
ニ
付
御
送
付
申
上
候
、
但
シ
佐
々
木

伯
以
下
十
八
名
ハ
新
ニ
加
入
、
幹
事
ニ
於
テ
承
諾
致
置
候
、
次
会
ハ
来
ル

廿
八
日
午
后
三
時
華
族
会
館
ニ
於
テ
相
開
申
候
、
此
段
モ
序
ヲ
以
テ
為
念

御
通
知
及
置
候
也

法
律
研
究
会幹
事

松
平
慶
永
殿

人
名
録

有
栖
川
宮
殿
下

小
松
宮
殿
下

伏
見
宮
殿
下

北
白
川
宮
殿
下

幹
事三
条
実
美

徳
川
家
達

毛
利
元
徳

島
津
忠
済

島
津
忠
義

岩
倉
具
定

鍋
島
直
大

浅
野
長
勲

池
田
章
政

伊
達
宗
城

松
平
慶
永

東
久
世
通
禧

柳
原
前
光

大
給

恒

鍋
島
直
彬

長
岡
護
美

千
家
尊
福

黒
田
長
盛

鷹
司
熙
通

松
平
茂
昭

久
我
通
久

醍
醐
忠
順

徳
大
寺
実
則

徳
川
義
礼

徳
川
茂
承

池
田
輝
知

九
条
道
孝

佐
竹
義
生

伊
藤
博
文

中
山
孝
麿

細
川
護
久

嵯
峨
公
勝

広
橋
忠
礼

三
浦
梧
楼

池
田
徳
潤

菊
池
武
臣

松
浦

詮

上
杉
茂
憲

松
平
乗
承

松
平
信
正

槙
村
正
直

神
山
郡
廉

渡
辺

清

高
崎
五
六

本
田
親
雄

水
野
忠
幹

松
本
美
彦

壬
生
�
夫

小
松
行
正

西
五
辻
文
仲

鷲
尾
隆
順

中
御
門
経
隆

安
藤
直
行

杉
渓
言
長

南

光
利

毛
利
元
敏

木
戸
孝
正

林

友
幸

壬
生
基
修

五
条
為
栄

蜂
須
賀
茂
韶

佐
々
木
高
行

中
川
久
成

酒
井
忠
道

正
親
町
実
正

南
部
利
恭

徳
川
篤
守

甘
露
寺
義
長

有
馬
頼
万

井
伊
直
憲

阿
部
正
桓

松
平
直
亮

大
原
重
朝

小
笠
原
忠
忱

伊
達
宗
徳

津
軽
承
昭
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徳
川
達
孝

広
橋
賢
光

伊
達
宗
陳

○
四
月
一
日
青
山
御
所
江
参
上
せ
ら
る
、
皇
太
后
宮
昨
三
十
一
日
熱
海
よ
り
還

御
せ
ら
れ
し
故
、
御
機
嫌
を
伺
ハ
れ
し
な
り

○
同
日
慶
民
君
学
習
院
に
於
て
入
学
試
験
を
受
ら
る
、
三
月
廿
六
日
同
院
江
入

学
を
願
出
ら
れ
し
な
り
、
昨
年
以
来
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
に
於
て
修
学

せ
ら
れ
し
か
、
此
日
同
校
よ
り
第
一
年
の
学
科
履
脩
証
書
を
公
附
す
、
左
の

如
し

第
十
六
号

脩
業
証
書

東
京
府
華
族
松
平
慶
民
七
年
一
ケ
月

右
ハ
本
校
附
属
学
校
尋
常
小
学
科
第
一
年
級
ノ
学
科
ヲ
履
脩
セ
シ
コ
ト
ヲ

証
明
ス

明
治
廿
二
年
四
月
一
日

高
等
師
範
学
校

○
四
月
三
日
神
武
天
皇
御
例
祭
所
労
参
拝
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を
指

出
さ
る

○
四
月
五
日
午
前
十
時
出
門
参
内
せ
ら
る
、
例
月
の
天
機
伺
な
り

○
同
日
学
習
院
に
於
て
慶
民
君
の
入
学
を
聴
届
け
予
備
科
第
五
級
に
編
入
せ
り

○
四
月
六
日
華
族
会
館
よ
り
館
長
を
改
�
せ
し
に
、
三
条
実
美
殿
再
�
引
続
き

担
任
せ
ら
る
�
事
に
な
れ
る
旨
を
通
知
し
来
る
、
左
の
如
し

館
長
三
条
実
美
職
務
満
期
ニ
付
去
月
廿
七
日
後
任
�
挙
候
処
、
同
人
得
票

〔
百
七
十
二
枚
〕最
多
数
ニ
付
引
続
担
任
致
候
、
此
段
及
御
通
知
候
也

明
治
廿
二
年
四
月

華
族
会
館

松
平
慶
永
殿

○
四
月
八
日
午
前
十
時
出
門
水
道
町
本
邸
に
赴
か
る
、
祠
堂
に
於
て
春
季
祭
御歴

代
の
大
祭
を
執
行
せ
ら
れ
し
な
り
、
祭
主
慶
永
公
・
副
祭
主
茂
昭
公
、
供
饌
十
一
台

○
四
月
十
一
日
午
後
二
時
三
十
分
出
門
松
平
康
民
殿
邸
竜
岡
町

に
赴
か
る
、
秀
康

命
の
誕
辰
祭
に
会
同
せ
ら
れ
し
な
り
本
年
ハ
康
民
殿
亭
番
に
て
三
月
十
一
日
執
行
せ
ら

る
へ
き
筈
な
る
か
指
支
あ
り
て
延
引
せ
ら
れ
た
り

茂
昭
公
に
も
出
席
せ
ら
る
、
両
公
よ
り
玉
串
料
五
百
疋
供
へ
ら
れ
、
外
に
鶏

卵
一
箱
進
呈
、
又
松
平
斉
殿
江
鮮
鯛
料
金
壱
円
五
拾
銭
進
呈
せ
ら
る

○
四
月
十
三
日
午
前
十
時
出
門
、
板
倉
松
叟
殿
の
喪
を
下
谷
区
池
の
端
七
軒
町

卅
五
番
地
の
邸
に
吊
問
せ
ら
る
、
松
叟
殿
去
る
六
日
逝
去
せ
ら
れ
し
故
な
り
、

棺
前
に
て
誄
詞
を
朗
読
し
又
哀
傷
の
哥
二
首
を
供
へ
ら
る
、
左
の
如
し

誄
詞

嗚
乎
哀
哉
、
嗚
乎
痛
哉
、
正
四
位
板
倉
松
叟
君
ヨ
、
明
治
廿
二
年
四
月
六

日
享
年
六
十
七
歳
ヲ
一
期
ト
シ
テ
遠
逝
セ
ラ
ル
、
哀
悼
ノ
至
ニ
堪
ヘ
ス
、
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君
家
茂
公
ニ
奉
仕
シ
、
寺
社
奉
行
ヨ
リ
老
中
職
ニ
勤
仕
シ
テ
頗
る
尽
力
セ

ラ
ル
、
此
時
ハ
日
本
全
国
紛
乱
シ
、
尊
王
攘
夷
ノ
説
盛
ニ
行
ハ
レ
、
御
所

ヨ
リ
ハ
伝
奏
ヨ
リ
�
勅
命
ヲ
蒙
ル
、
諸
藩
ノ
大
名
及
藩
士
幕
府
ニ
迫
リ
、

徳
川
家
ノ
困
難
苦
辛
難
尽
筆
紙
、
不
肖
慶
永
モ
政
事
総
裁
職
ノ
重
任
ニ
被

仰
付
タ
ル
内
命
ア
リ
、
君
ニ
向
ツ
テ
固
辞
再
三
ス
レ
ト
モ
君
不
許
、
懇
々

ノ
示
ニ
ヨ
リ
感
服
シ
御
請
仕
リ
竟
ニ
此
重
任
ヲ
荷
フ
、
奉
職
以
来
君
ノ
介

助
ヲ
受
ク
ル
ノ
厚
恵
今
ニ
不
忘
、
君
ノ
忠
節
不
弁
昼
夜
奔
走
尽
力
セ
ラ
ル
、

実
ニ
他
人
ノ
及
フ
所
ニ
ア
ラ
ス
、
君
ノ
誠
忠
勉
励
ノ
形
況
ヲ
親
ク
シ
ル
モ

ノ
ハ
華
族
ニ
在
リ
テ
ハ
蓋
シ
慶
永
一
人
ナ
リ
、
特
ニ
困
難
ナ
ル
ハ
家
茂
公

御
上
京
中
最
甚
シ
、
慶
喜
公
政
権
返
上
ノ
際
、
瓦
解
ノ
時
勢
君
ノ
御
辛
苦

ヲ
嘗
メ
ラ
レ
、
浴
雨
�
風
非
常
ノ
御
艱
難
ハ
豈
浅
々
ナ
ラ
ン
ヤ
、
大
略
如

此
、
君
カ
最
大
ノ
御
功
労
ハ
当
時
御
譜
代
大
名
中
為
徳
川
家
第
一
ノ
忠
義

ト
云
ヘ
シ
、
サ
ス
カ
楽
翁
公
ノ
御
孫
ト
人
々
美
称
ス
ヘ
シ
、
コ
�
ニ
君
ノ

遠
逝
ヲ
聞
テ
慶
永
驚
愕
痛
悼
ノ
情
曷
ソ
堪
ヘ
ン
、
今
日
御
棺
ヲ
拝
シ
涙
ニ

哀
哭
ノ
微
�
ヲ
表
ス
、
嗚
乎
痛
哉
君
有
霊
尚
ハ
�

廿
二
年
四
月
十
三
日

従
一
位
松
平
慶
永

板
倉
君
の
御
逝
去
を
か
な
し
み
て

な
き
数
に
入
り
し
と
き
�
て
と
に
か
く
と
君
を
な
け
き
の
も
り
の
春
雨

ふ
た
�
ひ
と
か
へ
ら
ぬ
死
出
の
山
路
に
た
ひ
た
つ
君
そ
か
な
し
か
り
け
る

○
四
月
十
五
日
宮
内
大
臣
よ
り
、
来
る
廿
四
日
浜
離
宮
の
観
桜
会
に
召
さ
る
�

旨
の
案
内
書
を
遣
は
さ
る
、
左
の
如
し

宮
内
大
臣
、
皇
帝
・
皇
后
両
陛
下
ノ
命
ヲ
奉
シ
、
従
一
位
松
平
慶
永
殿
ヲ
、

来
ル
廿
四
日
午
後
三
時
浜
離
宮
御
苑
ニ
催
サ
ル
�
観
桜
会
ニ
招
待
ス

明
治
二
十
二
年
四
月
十
五
日

男
子
ハ
通
常
服〔
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
〕

夫
人
ハ
通
常
服〔
ウ
イ
ジ
チ
ン
グ
ド
レ
ス
〕或
ハ
褂
袴

一
延
遼
館
ヨ
リ
参
入
ス
ヘ
シ

一
同
館
玄
関
ニ
於
テ
案
内
状
ヲ
掛
員
ヘ
示
ス
ヘ
シ

一
男
子
ハ
高
帽
ヲ
用
フ
ヘ
シ

一
娘
ハ
満
十
五
歳
以
上
ニ
シ
テ
未
婚
ノ
者
ニ
限
ル

一
御
苑
内
ニ
於
テ
引
廻
シ
合
羽
ノ
類
及
襟
巻
等
ヲ
用
フ
ヘ
カ
ラ
ス

一
当
日
雨
天
ナ
レ
ハ
止
ム

○
同
日
徳
川
家
達
殿
以
下
御
親
戚
方
を
関
口
邸
に
於
て
�
応
せ
ら
る
、
来
会
せ

ら
れ
し
方
々
及
�
応
の
次
第
左
の
如
し

来
会
せ
ら
れ
し
方
々

徳
川
家
達
殿

同
夫
人
泰
子
君

徳
川
達
孝
殿

同
御
母
光
子
宮

同
夫
人
鏡
子
君

立
花
寛
治
殿

同
御
姉
純
子
君

立
花
種
恭
殿

外
に
久
留
栄

た
け
子
家
達
殿
・
達
孝
殿

の
生
母

�
応

一
吸
物

一
口
取

一
刺
身

一
鉢
肴

一
茶
碗
蒸

一
酢
物

一
甘
煮

一
焼
肴
八
寸
鯛

一
菓
子
蒸
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随
行
者
の
調
理
ハ
略
す

余
興
清
元
延
寿
大
夫
・
妻
葉
・
同
喜
久
大
夫
、
三
味
線
清
元
寿
兵
衛

三
味
線
清
元
藤
次
郎
来
る

一
安
名
物
狂
ひ

一
お
か
る
勘
平
道
行

一
旅
路
花
聟

一
神
田
祭

一
老
松

外
に
子
供
踊

な
ほ

三
味
線
は
る

○
四
月
廿
四
日
浜
離
宮
観
桜
会
所
労
参
上
せ
ら
れ
す
、
宮
内
大
臣
江
不
参
届
を

差
出
さ
る

○
四
月
卅
日
小
石
川
区
役
所
江
所
得
金
高
届
を
指
出
さ
る
、
左
の
如
し

所
得
金
高
届

一
金
弐
千
四
百
円

銀
行
株
利
益
配
当
金

是
ハ
第
一
銀
行
株

一
金
三
千
五
百
拾
六
円

会
社
株
利
益
配
当
金

是
ハ
海
上
保
険
会
社
株
百
二
十
株

日
本
鉄
道
会
社
株

一
金
弐
百
七
拾
円

公
債
証
書
利
金

是
ハ
起
業
公
債
証
書
利
金

所
得
高
計
金
六
千
百
八
拾
六
円

明
治
廿
二
年
四
月

東
京
小
石
川
関
口
町
百
六
十
二
番
地

華
族従
一
位
松
平
慶
永

小
石
川
区
長
宛

○
五
月
廿
一
日
医
科
大
学
雇
医
独
逸
人
ベ
ル
ツ
氏
及
ひ
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
ヲ

招
き
て
診
察
せ
し
め
ら
る
、
去
る
四
月
已
来
肩
部
に
鬱
塞
を
感
せ
ら
れ
け
れ

と
当
時
ハ
深
く
懸
念
せ
ら
れ
す
、
其
月
廿
五
日
立
花
寛
治
殿
の
招
に
応
し
て

芝
紅
葉
館
の
宴
席
に
列
し
、
同
廿
九
日
立
花
殿
を
訪
問
し
て
、
純
子
君
の
旧

領
筑
後
国
柳
川
に
赴
か
る
�
を
餞
せ
ら
る
�
な
と
の
事
あ
り
し
も
、
敢
て
障

動
せ
ら
れ
さ
り
し
に
、
本
月
に
入
り
て
も
依
然
緩
解
せ
さ
り
し
故
、
去
る
十

二
日
始
て
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
に
診
察
せ
し
め
ら
れ
し
に
、
両
人
肩
部
の
鬱

塞
ハ
全
く
神
経
の
感
動
に
起
因
す
る
も
の
な
れ
は
、
一
時
御
服
薬
あ
り
て
然

る
へ
し
と
て
機
那
塩
丸
等
の
薬
餌
を
進
め
、
爾
後
岩
佐
純
・
林
竜
之
介
毎
日

一
回
交
互
来
診
し
、
別
に
千
種
繁
毎
日
来
り
て
按
摩
し
け
る
か
、
日
を
経
て

尚
緩
解
に
至
ら
さ
り
し
故
、
橋
本
・
岩
佐
更
に
協
議
し
て
本
日
ベ
ル
ツ
氏
と

共
に
診
察
せ
し
な
り
、
斯
て
三
氏
診
察
の
上
申
し
候
ハ
、
神
経
の
感
動
若
尿

毒
其
原
因
な
ら
ん
に
は
軽
か
ら
さ
る
御
病
症
に
至
ら
せ
ら
る
へ
け
れ
と
、
目

下
に
在
て
ハ
い
ま
た
其
徴
証
な
し
、
さ
れ
ハ
薬
餌
ハ
前
法
に
て
然
る
へ
け
れ

と
、
今
後
い
よ
�
�
滋
養
物
を
進
む
る
か
肝
要
な
れ
は
、
牛
乳
の
量
を
従
前

よ
り
も
一
層
増
加
せ
ら
る
へ
し
云
々
と
申
立
た
り
き

○
同
日
小
石
川
区
書
記
浮
田
久
太
郎
来
て
、
慶
永
公
所
得
税
調
査
委
員
に
当
�

せ
ら
れ
し
旨
を
告
け
当
�
名
簿
に
捺
印
を
請
ふ
、
同
時
に
当
�
せ
し
調
査
委

員
左
の
如
し

明
治
廿
二
年
所
得
税
調
査
委
員
及
補
欠
員
ノ
�
挙
人
ニ
当
�
受
印
簿

関
口
台
町
十
三
番
地

上
野
金
兵
衛

関
口
町
百
六
十
二
番
地

松
平
慶
永
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元
高
田
村
ノ
内
二
百
十
九
番
地

細
川
護
久

桜
木
町
九
番
地

細
井
良
造

音
羽
町
九
丁
目
十
七
番
地

三
矢
伊
兵
衛

○
同
夜
背
部
に
凝
聚
を
覚
へ
ら
れ
終
夜
安
眠
せ
ら
れ
す

○
五
月
廿
二
日
嘔
吐
二
回
・
下
痢
四
五
行
、
夜
に
入
り
て
心
下
凝
満
安
眠
せ
ら

れ
す

○
五
月
廿
三
日
午
前
一
時
頃
よ
り
病
状
卒
か
に
増
進
し
て
、
軽
か
ら
さ
る
御
容

躰
に
至
ら
せ
ら
る
、
急
に
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
を
呼
ひ
迎
へ
て
治
術
を
施
さ

し
め
、
林
竜
之
介
・
岩
佐
登
弥
太
・
本
多
恒
次
郎
等
も
来
る
、
一
時
よ
り
今

夜
十
二
時
ま
て
の
経
過
及
ひ
治
術
左
の
如
し

経
過

○
午
前
一
時
躰
温
三
十
七
度
五
分
、
背
部
頻
り
に
凝
聚
、
左
胸
に
水
泡
音

あ
る
を
認
む
○
気
息
促
迫
精
神
恍
惚
時
々
譫
語
を
発
せ
ら
る
○
天
明
前
嘔

吐
二
回
・
下
痢
三
行
、
天
明
後
下
痢
三
行
○
午
十
二
時
躰
温
三
十
七
度
六

分
・
脈
八
十
六
○
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
て
に
下
痢
二
行
○
同
八
時
二
十

分
体
温
三
十
七
度
六
分
・
呼
吸
三
十
六
・
不斉
脈
八
十
四
至弱
○
同
十
時
四
十
分

大
便
一
行
不
消
化
物
○
十
二
時
躰
温
三
十
八
度
・
呼
吸
四
十
二

治
術

○
午
前
九
時
四
十
分
水
剤
葡
萄
酒
入
を
進
め
背
部
に
塗
薬
を
施
す
○
同
十
一
時

十
分
胃
部
に
芥
子
泥
を
貼
し
頭
部
に
氷
嚢
を
施
す
○
午
十
二
時
背
部
に
塗

薬
を
施
す
○
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
て
に
水
薬
を
進
む
る
二
回
○
同
五
時

水
薬
を
進
め
胃
部
に
芥
子
泥
を
貼
す
○
同
三
十
分
モ
ス
キ
ユ
ス
丸
を
進
む

○
同
六
時
胸
部
に
芥
子
湯
温
蒸
法
を
施
す
○
同
八
時
水
薬
を
進
む
○
同
九

時
引
続
き
温
蒸
法
を
施
し
モ
ス
キ
ユ
ス
丸
を
進
む

○
今
暁
本
邸
及
ひ
村
田
氏
寿
・
堤
正
誼
の
許
に
急
使
を
発
し
て
、
病
状
増
進
の

御
容
体
を
報
せ
ら
れ
し
か
、
鈴
木
準
道
・
武
田
正
規
先
到
り
、
続
て
茂
昭
公

来
邸
幾
子
君
も
午
後

来
邸
せ
ら
る

村
田
・
堤
等
も
来
り
候
す
、
又
千
駄
ケ
谷
徳
川
殿
・
三
田

徳
川
殿
江
も
今
暁
来
の
病
状
を
報
せ
ら
る

○
同
日
徳
川
家
達
殿
・
徳
川
頼
倫
殿
来
訪
、
褥
上
に
於
て
暫
時
面
晤
せ
ら
る
、

今
朝
来
旧
臣
の
来
て
病
を
伺
候
せ
し
ハ
村
田
氏
寿
・
堤
正
誼
の
外
由
利
公
正

子
・
伊
藤
輔
・
大
谷
一
枝
・
三
上
謙
・
草
尾
一
馬
・
水
野
太
郎
・
斉
藤
易
・

中
根
牛
介
・
佐
々
木
千
尋
等
な
り
、
又
高
平
富
右
衛
門
来
り
て
加
持
を
行
ふ

○
五
月
廿
四
日
昨
日
来
未
た
安
眠
せ
ら
れ
す
、
又
左
胸
に
肺
炎
の
兆
あ
り
て
喀

痰
中
血
液
を
見
る
、
又
上
肢
顫
震
及
ひ
咬
牙
戦
慄
等
の
諸
症
続
発
せ
り
、
橋

本
綱
常
・
岩
佐
純
・
独
逸
人
「
へ
ル
ツ
」
氏
・
林
竜
之
介
・
太
田
辰
三
・
本
多

恒
次
郎
等
来
り
て
治
療
を
施
こ
す
、
徳
川
家
達
殿
を
始
御
親
族
・
御
親
戚
・

御
親
交
の
諸
家
及
ひ
在
京
旧
臣
中
医
を
業
と
す
る
輩
に
急
使
を
発
し
て
病
状

を
報
せ
ら
る
、
今
暁
よ
り
今
夜
十
二
時
ま
て
の
経
過
及
ひ
治
術
の
大
概
左
の
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如
し

経
過

（
マ�
）

○
午
前
一
時
二
十
分
上
�
引
続
き
四
回
、
最
後
の
一
回
ハ
大
便
な
く
尿
三
了
弱

の

み
な
り
○
同
二
時
三
十
分
躰
温
三
十
七
度
八
分
○
昨
日
来
安
眠
せ
ら
れ
す

又
横
臥
に
便
な
ら
す
、
強
て
横
臥
せ
ら
る
�
も
僅
に
十
数
分
時
間
に
て
苦

悶
に
堪
へ
す
直
に
起
坐
せ
ら
る
○
同
三
時
五
十
分
始
め
て
安
眠
せ
ら
る
○

同
四
時
十
分
小
水
一
行
少量
○
同
二
十
分
大
小
便
各
一
行
通
常
の
便
○
同
五
時
躰

温
三
十
七
度
八
分
○
同
七
時
上
肢
顫
震
咬
牙
、
躰
温
三
十
七
度
八
分
○
同

八
時
躰
温
三
十
八
度
脈
九
十
、
左
肺
炎
症
蔓
延
喀
痰
中
少
量
の
血
液
あ
る

を
認
む
○
同
九
時
十
五
分
桃
花
色
喀
痰
少
量
○
午
後
三
時
十
五
分
譫
語
を

発
せ
ら
る
○
同
七
時
惣
身
戦
慄
○
同
八
時
三
十
分
比
よ
り
睡
眠
、
今
朝
頻

り
に
睡
眠
の
兆
あ
り
け
れ
と
安
眠
せ
ら
れ
さ
り
し
な
り
、
此
時
右
胸
に
も

水
泡
音
あ
る
を
認
む
○
同
十
一
時
左
胸
に
鼓
音
を
橋
本
診
察
認
む

治
術

○
午
前
一
時
格
骨
刺
児
�
腸
を
進
む
、
大
便
と
共
に
直
に
排
洩
す
○
同
二

時
肛
門
に
ラ
イ
ス
パ
ツ
プ
を
施
こ
す
、
便
意
頻
繁
な
り
し
故
な
り
、
又
胸

部
に
芥
子
泥
を
貼
す
○
同
二
時
五
十
五
分
安
息
酸
曹
達
竜
脳
丸
を
進
む
○

同
三
時
三
十
分
催
眠
剤
を
進
む
格
魯
比
度
○
同
六
時
水
薬
を
進
む
○
同
九
時
五

分
胸
部
に
芥
子
泥
を
貼
す
○
午
後
三
時
四
十
分
背
部
に
芥
子
泥
を
貼
す
、

同
時
に
頭
部
の
氷
嚢
を
増
加
す
○
同
六
時
背
部
左
右
に
乾
角
各
部
二
箇
を
貼
す

○
同
七
時
頭
部
の
氷
嚢
を
止
め
胸
部
に
芥
子
泥
を
貼
す

○
同
日
宮
中
御
内
儀
よ
り
御
使
皇
后
宮
職
属
矢
野
宜
温
を
下
さ
れ
、
病
気
御
尋

と
し
て
御
交
肴
一
折
・
御
菓
子
一
折
下
賜
ハ
る
、
御
目
録
及
香
川
皇
后
宮
大

夫
の
手
簡
左
の
如
し

御
目
録

一
御
交
肴

一
折

一
御
菓
子

一
折

聖
上
・
皇
后
両
陛
下
ヨ
リ
所
労
御
尋
ト
シ
テ
下
賜

手
簡

拝
啓
仕
候
、
然
者
過
日
来
御
所
労
之
旨
聖
上
・
皇
后
宮
被
為
聞
召
御
案
し

遊
し
、
為
御
尋
此
御
肴
・
御
菓
子
被
下
候
間
御
拝
受
可
被
下
候
、
尚
又
右

被
下
候
事
ハ
表
向
の
義
ニ
無
之
、
小
生
江
直
ニ
御
沙
汰
被
為
在
候
事
ニ
御

座
候
、
且
使
差
出
候
間
御
様
子
御
家
来
�
御
申
聞
之
様
御
下
命
可
被
下
候
、

右
得
貴
意
度
勿
々
、
敬
具

五
月
二
十
四
日

而

御
内
儀
ニ

香
川
敬
三

松
平
従
一
位
殿

御
請

謹
展
仕
候
、
陳
者
慶
永
所
労
之
儀
聖
上
・
皇
后
宮
被
聞
食
為
御
尋
御
肴
・

御
菓
子
下
賜
リ
候
段
誠
以
難
有
奉
拝
受
候
、
容
躰
之
儀
ハ
尿
毒
性
肺
痰
之

症
ニ
而
殊
ノ
外
重
症
ニ
相
成
心
痛
仕
候
、
右
ハ
御
礼
且
御
尋
ニ
付
容
躰
之

大
略
申
上
候
条
、
此
段
宜
御
奏
上
被
下
候
様
奉
願
候
也

慶
永
代松
平
茂
昭

五
月
廿
四
日
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香
川
皇
后
宮
大
夫
殿

○
同
日
茂
昭
公
午
十
二
時
出
門
参
内
せ
ら
る
、
慶
永
公
の
代
理
と
し
て
本
日
御

肴
・
御
菓
子
拝
賜
の
御
礼
を
申
上
ら
れ
し
な
り

○
同
日
午
後
一
時
旧
臣
大
谷
如
水
福
井
よ
り
着
す
、
邸
内
の
曹
舎
に
居
ら
し
め

日
々
慶
永
公
の
病
褥
に
侍
せ
し
め
ら
る
、
如
水
ハ
人
と
な
り
質
直
活
溌
旧
時

久
し
く
公
に
近
侍
し
て
愛
顧
を
蒙
ふ
り
し
人
な
れ
ハ
、
曩
に
公
の
病
状
未
た

近
日
の
如
く
甚
し
く
ハ
あ
ら
さ
り
け
れ
と
、
迅
速
治
癒
せ
ら
る
へ
し
と
も
見

へ
さ
り
し
故
、
茂
昭
公
の
内
旨
を
以
て
特
に
呼
ひ
寄
せ
ら
れ
し
な
り

○
同
日
急
使
を
発
し
て
御
親
戚
方
・
御
一
族
方
及
御
親
交
の
諸
家
江
病
状
を
報

し
、
又
在
京
・
在
地
方
旧
臣
の
内
御
懇
親
の
輩
及
ひ
福
井
在
勤
御
家
従
江
郵

便
或
ハ
電
信
を
以
て
病
状
を
報
せ
ら
る
、
午
後
七
時
惣
身
戦
慄
の
際
岩
佐
純

注
意
せ
し
旨
あ
り
し
故
な
り
、
報
道
せ
ら
れ
し
向
々
左
の
如
し

徳
川
家
達
殿

徳
川
達
孝
殿

徳
川
頼
倫
殿

細
川
護
久
殿

松
平
確
堂
殿

松
平
康
民
殿

鍋
島
直
大
殿

伊
達
宗
城
殿

右
の
外
詳
な
ら
す

由
利
公
正
子

本
多
副
元
男

本
多
釣
月
在
神
戸

松
平
�
客

青
山
貞
男
在
秋
田

松
平
正
直
在
仙
台

村
田
氏
寿

堤

正
誼

田
辺
良
顕

長
谷
部
辰
連

福
島
敬
典

佐
々
木
長
淳

出
浦
力
雄

渡
辺
洪
基

伊
藤

輔

能
勢
久
成

南
部
広
矛

青
木

脩

佐
藤

誠

福
井
御
家
従
電信

右
の
外
詳
な
ら
す

○
同
日
在
京
旧
臣
の
医
業
者
来
り
、
候
す
る
も
の
左
の
如
し
此
内
佐
藤
甫

診
察
す

佐
藤

甫

有
賀
琢
二

岡
部
外
一
郎

田
代

弘

村
上
三
貞

○
五
月
廿
五
日
御
病
状
少
し
く
佳
徴
を
呈
す
、
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
・
本
多
恒

次
郎
・
太
田
辰
三
・
林
竜
之
介
・
岩
佐
登
弥
太
及
ひ
ベ
ル
ツ
氏
等
来
診
す
、

其
経
過
及
ひ
治
術
の
大
概
左
の
如
し

経
過

○
午
前
十
二
時
二
十
分
安
眠
に
就
か
る
○
同
四
十
五
分
安
眠
中
時
々
鼾
声

を
発
せ
ら
る
○
同
九
時
醒
覚
精
神
少
し
く
回
復
せ
ら
る
○
午
後
一
時
十
五

分
睡
眠
○
同
二
時
三
十
分
躰
温
三
十
七
度
四
分
、
此
時
胸
部
の
水
泡
音
大

に
減
退
し
諸
症
稍
緩
解
す

治
術

○
午
前
十
二
時
四
十
五
分
胸
部
の
氷
嚢
を
去
る
○
午
后
一
時
肩
部
及
胸
部

に
乾
角
四
箇
を
貼
す
、
後
又
氷
嚢
を
患
部
に
施
す

○
同
日
大
谷
一
枝
・
大
谷
巌
・
笹
川
章
門
に
関
口
邸
来
賓
の
接
待
方
を
依
嘱
し
、

又
（
殻
）

蛎
売
町
・
美
土
代
町
・
巣
鴨
諸
邸
の
邸
番
一
同
に
交
代
関
口
邸
に
出
勤
玄

関
の
受
付
方
を
命
せ
ら
る
、
去
る
廿
三
日
以
来
貴
顕
の
方
々
来
邸
或
ハ
使
者
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を
以
て
病
を
訪
ハ
る
�
も
の
夥
し
く
、
殊
に
在
京
旧
臣
の
来
り
候
す
る
も
の

陸
続
絶
え
さ
る
を
以
て
な
り

○
五
月
廿
六
日
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
・
前
田
宗
二
・
林
竜
之
介
・
太
田
辰
三
来

診
す
、
病
状
引
続
き
平
穏
時
々
安
眠
せ
ら
る

○
同
日
旧
臣
毛
受
洪
・
小
栗
環
、
家
従
有
賀
清
門
福
井
よ
り
着
す
、
病
状
伺
候

の
た
め
昨
廿
五
日
福
井
を
発
し
本
日
午
后
十
時
新
橋
に
着
せ
し
な
り
、
水
道

町
邸
内
の
曹
舎
に
指
置
か
る

○
五
月
廿
七
日
岩
佐
純
・
本
多
恒
次
郎
・
林
竜
之
介
来
診
す
、
病
状
引
続
き
快

方
に
赴
か
れ
、
喰
欲
稍
振
ふ

○
同
日
本
多
副
元
男
武
生
よ
り
、
青
山
貞
男
秋
田
よ
り
、
半
井
澄
西
京
よ
り
電

信
を
以
て
病
状
を
候
ふ

○
五
月
廿
八
日
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
・
岩
佐
登
弥
太
・
余
語
八
十
吉
・
本
多
恒

次
郎
来
診
す
、
病
状
�
平
穏
以
後
医
の
来
診

を
注
記
せ
す

○
五
月
廿
九
日
旧
臣
勝
木
十
蔵
・
桑
山
十
蔵
・
勝
木
立
根
福
井
よ
り
、
本
多
釣

月
・
高
村
高
神
戸
よ
り
着
す
、
病
状
を
候
ふ
た
め
各
去
る
廿
七
日
住
処
出
発
、

本
日
入
京
せ
し
な
り

○
五
月
三
十
日
旧
臣
加
藤
治
幹
岩
手
県
よ
り
、
南
部
方
貞
新
潟
県
よ
り
電
信
を

以
て
病
状
を
候
ふ

○
五
月
三
十
一
日
旧
臣
本
多
鼎
介
福
井
よ
り
着
す
、
本
多
副
元
男
の
代
理
と
し

て
病
状
を
候
ふ
た
め
出
京
せ
し
な
り

○
同
日
本
多
釣
月
以
下
遠
路
出
京
せ
る
人
々
、
及
ひ
村
田
氏
寿
已
下
発
病
以
来

特
に
配
意
せ
る
人
々
を
水
道
町
本
邸
に
招
き
晩
餐
を
�
せ
ら
る
、
慶
永
公
の

病
状
い
よ
�
�
緩
解
に
至
ら
れ
し
故
な
り
、
人
名
左
の
如
し

本
多
釣
月

勝
木
十
蔵

桑
山
十
蔵

大
谷
如
水

小
栗

環

高
村

高

勝
木
立
根

有
賀
清
門

村
田
氏
寿

武
田
正
規

鈴
木
準
道

○
六
月
二
日
祠
堂
に
於
て
秀
康
命
の
正
忌
祭
大祭
を
執
行
せ
ら
る
、
武
田
正
規
を

し
て
代
拝
せ
し
め
ら
る

○
六
月
三
日
勲
一
等
に
叙
せ
ら
れ
旭
日
大
綬
章
を
拝
受
せ
ら
る
、
本
日
賞
勲
局

よ
り
御
用
召
喚
あ
り
し
か
所
労
中
故
茂
昭
公
代
理
午
后
一
時
出
門
参
局
せ
ら

れ
た
り
、
召
喚
状
及
ひ
勲
記
左
の
如
し

召
喚
状

御
用
候
条
今
三
日
午
后
第
一
時
参
局
可
有
之
候
也
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明
治
二
十
二
年
六
月
三
日

賞
勲
局

従
一
位
勲
二
等
松
平
慶
永
殿

追
而
病
気
指
閊
等
之
節
ハ
、
相
当
之
代
人
可
被
指
出
候
事

勲
記

天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
帝
祚
ヲ
践
タ
ル
大
日
本
皇
帝
ハ
、
従
一
位
勲

二
等
松
平
慶
永
ヲ
明
治
勲
章
ノ
勲
一
等
ニ
叙
シ
、
旭
日
大
綬
章
ヲ
授
与
ス
、

即
チ
此
位
ニ
属
ス
ル
礼
遇
及
ヒ
特
権
ヲ
有
セ
シ
ム

神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
五
年

明
治
廿
二
年
五
月
廿
九
日
東
京
帝
宮
ニ
於
テ
親
ラ
名
ヲ
署
シ
璽
ヲ
�
セ
シ

ム
御
名
大
日
本

国

璽

賞
勲
局
総
裁
従
二
位
勲
一
等
伯
爵
柳
原
前
光
印

賞
勲
局
副
総
裁
従
二
位
勲
二
等
子
爵
大
給
恒
印

此
証
ヲ
勘
査
シ
第
一
万
三
千
二
百
五
十
号
ヲ
以
テ
勲
等
簿

冊
ニ
記
入
ス

賞
勲
局
書
記
官
正
五
位
勲
四
等
平
井
希
昌
印

賞
勲
局
書
記
官
従
五
位
勲
四
等
横
田
香
苗
印

御
請
書

第
一
万
三
千
弐
百
五
拾
号

領
票

天
皇
陛
下
ハ
臣
慶
永
ヲ
勲
一
等
ニ
叙
シ
併
テ
旭
日
大
綬
章
ヲ
賜
ハ
リ
、
此

ニ
属
ス
ル
礼
遇
特
権
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
旨
ヲ
明
載
セ
シ
勲
記
ヲ
授
ケ
ラ
ル
、

臣
慶
永
ハ
此
寵
栄
ヲ
荷
ヒ
益
微
�
ヲ
致
シ
、
貴
重
ナ
ル
章
飾
ニ
恥
サ
ラ
ン

コ
ト
ヲ
誓
フ
、
以
聞

右
御
執
奏
可
被
下
候
也

明
治
二
十
二
年
六
月
三
日

従
一
位
勲
一
等
賜
旭
日
大
綬
章
松
平
慶
永

賞
勲
局
総
裁
伯
爵
柳
原
前
光
殿

賞
勲
局
副
総
裁
子
爵
大
給
恒
殿

○
同
日
茂
昭
公
再
参
内
せ
ら
る
、
勲
記
拝
受
の
上
一
旦
退
朝
関
口
邸
に
参
上
せ

ら
れ
し
か
、
御
請
書
を
指
出
し
且
旭
日
重
光
章
を
返
上
せ
ら
る
�
た
め
再
ひ

参
内
せ
ら
れ
し
な
り
、
此
時
慶
永
公
の
御
礼
及
ひ
御
自
分
の
御
礼
を
宮
内
省

江
申
上
、
青
山
御
所
・
明
宮
御
殿
江
も
同
様
御
礼
参
上
せ
ら
れ
、
帰
途
黒
田

総
理
大
臣
・
土
方
宮
内
大
臣
・
吉
井
宮
内
次
官
・
鍋
島
式
部
長
官
・
柳
原
賞

勲
局
総
裁
等
江
も
廻
勤
、
更
に
関
口
邸
へ
参
ら
れ
た
り
、
旭
日
重
光
章
の
領

収
証
左
の
如
し

第
千
三
百
五
十
九
号

領
収
証

一
旭
日
重
光
章

壱
個

右
者
明
治
二
十
二
年
勅
令
第
三
十
八
号
ノ
旨
趣
ニ
基
キ
還
納
相
成
、
正
ニ
領

収
候
也

明
治
廿
二
年
六
月
三
日

賞
勲
局
書
記
官
横
田
香
苗
印

従
一
位
勲
一
等
松
平
慶
永
殿

－ 286 －

明治２２年（１８８９）



○
同
日
勲
章
陞
叙
の
旨
を
麝
香
間
祗
候
の
方
々
廻状
御
親
族
・
御
一
族
の
方
々
使
者
或
ハ

家
扶
の

書
�

旧
臣
其
外
御
親
交
あ
る
諸
家
江
家
扶
の
書
�

或
ハ
端
書

通
知
せ
ら
る

○
六
月
日欠
華
族
女
学
校
江
正
子
君
の
入
学
願
を
差
出
さ
る
、
左
の
如
し

入
学
願

東
京
府
華
族

従
一
位
松
平
慶
永
七
女

松
平
正
子

明
治
十
二
年
十
一
月
生

右
者
今
般
御
校
江
入
学
志
願
ニ
付
、
御
許
容
被
下
度
此
段
相
願
候
也

明
治
廿
二
年
六
月

小
石
川
区
関
口
町
百
六
十
二
番
地

右
保
証
人

従
一
位
松
平
慶
永

華
族
女
学
校
御
中

朱
書第
三
〇
七
号

聞
届
候
事

明
治
廿
二
年
六
月
三
日

授
業
料
納
額
届

松
平
正
子

右
之
者
授
業
料
毎
月
金
弐
円
宛
相
納
可
申
候
、
此
段
及
御
届
候
也

明
治
廿
二
年
六
月
五
日

右
保
証
人

松
平
慶
永

華
族
女
学
校
御
中

○
六
月
五
日
過
日
来
福
井
及
ひ
神
戸
よ
り
出
京
せ
し
本
多
釣
月
以
下
九
名
を
水

道
町
本
邸
に
招
き
、
勲
等
陞
叙
の
祝
酒
を
遣
ハ
さ
る
、
其
人
々
左
の
如
し

本
多
釣
月

勝
木
十
蔵

桑
山
十
蔵

大
谷
如
水

小
栗

環

高
村

高

石
原
虎
雄

勝
木
立
根

有
賀
清
門

○
同
日
本
邸
に
於
て
鈴
木
準
道
の
辞
職
願
を
容
れ
家
扶
を
免
せ
ら
る
、
福
井
市

長
に
推
薦
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
な
り

○
六
月
七
日
勝
木
十
蔵
・
勝
木
立
根
・
桑
山
十
蔵
午
前
五
時
発
邸
、
福
井
に
帰

る
○
同
日
鈴
木
準
道
家
族
午
前
八
時
発
邸
福
井
に
赴
く
、
準
道
福
井
市
長
に
当
�
、

近
々
赴
任
す
る
事
と
な
り
し
故
な
り

○
六
月
九
日
徳
川
家
達
殿
よ
り
溝
口
勝
如
家令
を
以
て
、
里
子
君
を
後
来
徳
川
篤

殿
の
縁
女
に
申
受
け
た
き
旨
を
申
入
れ
ら
る
、
是
ハ
去
る
一
日
溝
口
勝
如
・

久
留
栄
よ
り
家
達
殿
及
ひ
勝
安
芳
殿
の
内
意
な
る
よ
し
に
て
、
予
し
め
其
旨

を
武
田
ま
て
申
入
れ
、
爾
後
溝
口
静
岡
に
赴
き
慶
喜
殿
の
御
意
見
を
伺
ひ
し

に
、
慶
喜
殿
に
も
御
異
論
あ
ら
れ
す
目
下
双
方
と
も
幼
弱
な
れ
は
今
後
の
成

り
行
ハ
如
何
あ
る
へ
き
か
測
り
か
た
け
れ
と
も
、
其
良
縁
な
る
ハ
勿
論
故
予

め
御
相
談
に
及
ふ
へ
し
と
あ
り
し
よ
し
に
て
、
本
日
改
め
て
申
入
れ
ら
れ
し

な
り
、
斯
て
武
田
よ
り
慶
永
公
・
茂
昭
公
に
申
出
し
に
、
両
公
も
御
異
見
あ

ら
さ
り
し
故
武
田
更
に
其
旨
を
溝
口
に
返
答
し
、
茂
昭
公
も
溝
口
に
面
会
あ
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り
て
一
応
其
挨
拶
を
申
述
へ
ら
れ
た
り

○
六
月
十
一
日
鈴
木
準
道
・
鈴
木
道
午
前
五
時
当
邸
を
発
し
福
井
に
赴
く
、
有

賀
清
門
も
同
道
福
井
に
帰
る

○
同
日
午
後
二
時
独
逸
人
ベ
ル
ツ
を
呼
ひ
迎
へ
、
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
と
共
に

診
察
せ
し
め
ら
る
、
慶
永
公
の
御
病
状
去
月
廿
五
日
已
来
漸
次
快
方
に
赴
か

れ
け
れ
と
、
尚
時
々
出
来
不
出
来
あ
り
し
故
な
り
、
さ
て
三
氏
診
察
の
上
本

日
の
御
容
躰
ハ
、
諸
症
平
穏
敢
て
懸
念
す
へ
き
程
の
事
ハ
あ
ら
せ
ら
れ
す
と

申
立
た
り
き

○
六
月
十
二
日
武
田
正
規
を
溝
口
勝
如
・
久
留
栄
の
許
に
遣
は
し
溝
口
に
白
縮

緬
壱
疋
・
交
肴
一
折
、
久
留
に
八
丈
縞
壱
反
・
交
肴
料
金
千
疋
贈
遺
せ
ら
る
、

里
子
君
を
徳
川
篤
殿
の
御
縁
女
に
御
内
約
あ
る
事
と
な
り
し
故
な
り

○
六
月
十
三
日
医
家
昼
間
の
看
護
を
停
め
ら
る
、
去
月
廿
三
日
以
来
昼
夜
共
看

護
し
け
る
か
追
々
快
方
に
赴
か
れ
し
故
、
夜
間
の
み
宿
泊
看
護
す
る
事
に
改

め
ら
れ
し
な
り

○
六
月
十
四
日
旧
臣
米
岡
斯
近
岐
阜
よ
り
来
り
て
病
を
候
問
す
、
是
ハ
当
時
岐

阜
地
方
に
居
住
す
る
旧
臣
佐
々
木
曠
以
下
十
余
名
の
惣
代
と
し
て
出
京
せ
し

な
り
、
慶
永
公
臥
褥
中
な
れ
と
遠
路
態
々
出
京
せ
し
故
面
接
の
上
菓
子
・
昼

餐
を
賜
ハ
り
、
又
翌
々
十
六
日
帰
県
出
発
の
際
金
千
疋
・
海
苔
・
煙
草
を
賜

ふ
、
佐
々
木
以
下
の
人
名
左
の
如
し

佐
々
木
曠

野
村

晋

吉
田
為
誠

石
崎
盛
陳

吉
池
喜
登
太

川
地
惟
明

戸
田
成
輔

米
岡
斯
近

近
藤
義
立
此
人
ハ
旧
臣
に
あ
ら
さ
れ
と
も

公
の
恩
あ
る
を
以
て
加
ハ
り
し
な
り

右
九
人
よ
り
進
呈

鮎
三
十
三
尾
氷
詰

岐
阜
提
灯
一

下
山

尚

西
村
元
長

右
二
人
よ
り
進
呈

鮎
形
菓
子
一
折

外
に
米
岡
斯
近
よ
り
養
老
飴
一
曲

○
六
月
十
六
日
黒
田
清
隆
伯
・
吉
井
友
実
伯
の
協
議
に
応
し
て
、
西
郷
隆
盛
翁

の
銅
像
建
設
発
起
人
に
加
名
せ
ら
る
、
黒
田
・
吉
井
両
伯
の
書
�
及
ひ
慶
永

公
の
回
答
書
左
の
如
し

二
伯
の
書
�

今
般
南
洲
翁
遺
像
設
置
之
企
有
之
、
別
紙
趣
意
書
之
通
相
定
申
度
、
若
御

同
意
ニ
候
ハ
�
発
起
人
ニ
御
加
列
御
尽
力
被
下
度
希
望
致
候
、
此
段
奉
得

貴
意
候
、
敬
具

明
治
廿
二
年
六
月

伯
爵
黒
田
清
隆

伯
爵
吉
井
友
実

侯
爵
松
平
慶
永
殿

追
テ
諾
否
御
一
報
ハ
�
町
区
�
町
八
丁
目
十
九
番
地
樺
山
資
紀
宛
御
送
附
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奉
願
候

別
紙

西
郷
隆
盛
氏
夙
ニ
勤
王
ノ
大
志
ヲ
懐
キ
、
国
事
ニ
奔
走
シ
テ
�
危
難
ヲ
冒

シ
麑
海
ノ
波
濤
南
島
ノ
炎
瘴
性
命
ヲ
犠
牲
ニ
シ
テ
顧
ミ
ス
、
遂
ニ
王
政
復

古
ノ
偉
業
ヲ
翼
成
シ
維
新
ノ
元
勲
タ
リ
、
朝
廷
�
テ
枢
機
ニ
列
シ
大
将
ニ

陞
任
ス
、
恩
遇
隆
渥
声
名
顕
著
児
童
走
卒
ト
雖
ト
モ
之
ヲ
識
ラ
サ
ル
ナ
シ
、

且
其
器
宇
ノ
�
弘
ナ
ル
胸
襟
ノ
磊
落
タ
ル
実
ニ
蓋
世
ノ
偉
人
ナ
リ
、
惜
カ

ナ
晩
節
終
ヘ
ス
身
ヲ
鋒
鏑
ニ
殞
ス
、
吾
儕
或
ハ
共
ニ
国
事
ヲ
議
シ
或
ハ
同

シ
ク
艱
苦
ヲ
嘗
メ
、
親
炙
追
随
既
ニ
久
シ
ク
氏
ノ
声
音
笑
貌
今
猶
歴
々
目

前
ニ
在
リ
、
今
般
朝
廷
其
旧
勲
ヲ
録
セ
ラ
レ
贈
位
ノ
恩
命
ア
リ
、
吾
儕
聖

旨
ヲ
拝
シ
感
泣
措
ク
能
ハ
ス
、
爰
ニ
相
謀
リ
一
地
ヲ
卜
シ
氏
ノ
遺
像
ヲ
設

置
シ
、
以
テ
紀
念
ト
セ
ン
ト
欲
ス
、
吾
儕
ト
同
感
ノ
諸
君
ハ
左
ノ
条
款
ニ

依
リ
賛
助
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス

遺
像
設
置
并
義
捐
金
醵
集
ノ
手
続
ハ
発
起
人
ノ
協
議
ヲ
以
テ
定
ム
ヘ
シ

ト
雖
ト
モ
、
其
大
綱
ハ
左
ノ
如
シ

一
建
像
ノ
地
ハ
上
野
公
園
内
又
ハ
其
他
適
当
ノ
場
所
ヲ
�
定
ス

一
像
ハ
良
工
ニ
托
シ
銅
ヲ
以
テ
鋳
造
ス
ヘ
シ

回
答

今
般
南
洲
翁
遺
像
御
設
置
之
御
企
ニ
而
別
紙
趣
意
書
御
廻
送
、
同
意
ニ
候

ハ
�
発
起
人
ニ
加
名
候
様
致
拝
承
候
、
右
ハ
近
来
多
病
ニ
付
応
分
ノ
尽
力

ハ
難
行
届
候
得
共
、
発
起
人
加
列
ノ
儀
ハ
尤
希
望
候
間
宜
御
取
計
被
下
度
、

此
段
御
回
答
迄
得
貴
意
候
、
敬
具

明
治
廿
二
年
六
月
十
六
日

従
一
位
松
平
慶
永

伯
爵
黒
田
清
隆
殿

伯
爵
吉
井
友
実
殿

○
六
月
十
七
日
土
方
宮
内
大
臣
殿
よ
り
去
る
一
月
中
献
上
せ
ら
れ
し
掛
軸
の
御

沙
汰
を
通
達
せ
ら
る
、
左
の
如
し

奉
書
半
切

探
淵
斎
法
眼
藤
原
守
真
筆

一
三
番
叟
図

右
今
般
宮
城
江
御
移
転
ニ
付
御
献
上
相
成
、
早
速
御
前
江
差
上
候
処
、
御

満
足
ニ
被
思
食
候
、
此
段
申
入
候
也

明
治
廿
二
年
一
月
二
十
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元

従
一
位
松
平
慶
永
殿

宮
内
書
記
官
の
通
知
書

先
般
御
献
上
物
有
之
候
ニ
付
別
封
書
面
及
御
廻
候
、
右
者
疾
ク
可
差
出
筈

之
処
延
引
致
候
ニ
付
、
其
節
之
日
附
ニ
相
成
居
候
間
宜
御
承
知
有
之
度
、

此
段
申
進
候
也

明
治
廿
二
年
六
月
十
七
日

宮
内
書
記
官

従
一
位
松
平
慶
永
殿

請
書

先
般
御
移
転
之
節
献
上
物
仕
候
ニ
付
、
別
紙
宮
内
大
臣
よ
り
御
沙
汰
之
趣

謹
畏
承
候
、
右
御
請
迄
如
斯
御
座
候
也

明
治
廿
二
年
六
月
十
七
日

従
一
位
松
平
慶
永
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宮
内
書
記
官
御
中

○
六
月
十
九
日
徳
川
達
孝
殿
江
黒
革
手
提
�
一
個
・
化
粧
箱
一
個
外
に
旅
用
品

種
々
・
重
詰
料
理
第
一
鯛
刺
身

鯉
洗
ひ
第
二
蒲
鉾
鳩

栗
キ
ン
ト
ン
第
三
鯛
照
焼

二
尾

第
四
酢
第
五
菓子
麦

酒
半
タ
ー
ス
を
贈
呈
せ
ら
る
、
達
孝
殿
来
る
廿
三
日
を
以
て
欧
洲
へ
出
発
せ
ら
る

�
に
決
定
せ
し
故
、
餞
別
の
た
め
な
り

○
同
日
武
田
正
規
鉢
植
の
菊
を
（
衍
）

三鉢
を
進
呈
す
、
正
規
に
哥
を
賜
ふ
、
去
月
大
患

に
罹
ら
れ
し
以
来
ハ
摂
養
の
ミ
を
事
と
せ
ら
れ
し
か
、
本
日
始
め
て
短
冊
を

認
め
ら
れ
た
り
、
其
哥
左
の
如
し

菊
の
鉢
を
送
る
を
よ
ろ
こ
ひ
て

め
て
あ
か
す
こ
と
し
み
る
へ
し
と
思
い
き
や
夏
の
さ
か
り
の
菊
の
色
々

○
六
月
廿
日
医
師
の
宿
泊
し
て
病
を
護
す
る
事
を
止
め
ら
る
、
爾
来
い
よ
�
�

快
方
に
赴
か
れ
し
故
な
り

○
七
月
一
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
浅
子
命
の
正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主
茂

昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め
ら

る
○
七
月
二
日
宮
内
大
臣
よ
り
、
旧
藩
中
国
事
并
時
運
に
関
す
る
文
書
類
取
束
差

出
す
へ
き
旨
を
本
邸
に
達
せ
ら
る
、
左
の
如
し

正
三
位
侯
爵
松
平
茂
昭

嘉
永
癸
丑
以
来
明
治
辛
未
ニ
至
ル
マ
テ
其
藩
ニ
於
テ
国
事
并
ニ
時
運
ニ
関

ス
ル
文
書
類
、
当
時
秘
密
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
雖
ト
モ
取
捨
ナ
ク
其
儘
取
束

可
差
出
、
此
旨
御
沙
汰
候
、
此
段
相
達
候
事

○
七
月
三
日
堤
正
誼
に
家
茂
将
軍
の
筆
蹟（
得
志
）と
あ
る
額
一
面
を
贈
遺
せ
ら

る
、
正
誼
か
此
節
新
営
せ
る
家
屋
に
茶
室
の
設
け
あ
り
と
聞
か
れ
し
故
な
り
、

此
額
ハ
家
茂
将
軍
未
た
紀
州
家
に
在
り
て
慶
福
殿
と
称
せ
ら
れ
し
比
、
其
老

臣
安
藤
飛
�
守
に
紀
州
産
の
木
材
を
以
て
新
に
居
室
二間
を
小
石
川
水
道
町
な

る
飛
�
守
の
邸
内
に
建
築
し
て
下
賜
ハ
り
し
事
あ
り
し
に
、
飛
�
守
其
恩
を

謝
す
る
た
め
慶
福
殿
を
其
邸
に
請
待
し
て
�
応
し
け
る
時
書
き
て
遣
ハ
さ
れ

し
か
、
時
移
り
て
安
藤
の
邸
今
ハ
当
松
平
家
に
譲
り
受
け
ら
れ
、
額
も
其
ま

�
当
御
家
の
も
の
と
な
り
し
を
、
今
度
正
誼
に
贈
ら
れ
し
な
り

○
七
月
四
日
過
般
大
患
に
罹
ら
れ
し
以
来
、
治
療
又
ハ
看
護
を
依
頼
せ
ら
れ
し

医
家
及
ひ
家
令
以
下
邸
内
奉
仕
の
輩
、
其
他
臨
時
家
務
を
依
嘱
せ
ら
れ
し
人

々
に
金
品
を
贈
遺
し
又
ハ
下
賜
せ
ら
る
、
左
の
如
し

一
金
七
拾
五
円

一
蒔
絵
香
箱

独
乙
人
ベ
ル
ツ
氏

一
金
五
拾
円

一
蒔
絵
香
箱

橋
本
綱
常

一
金
八
拾
円

一
蒔
絵
香
箱

岩
佐

純

一
金
三
拾
円

一
絽
羽
織
地
一
反

林
竜
之
介

一
金
弐
拾
円

一
数
寄
屋
帷
子
地
一
反

太
田
辰
三
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一
金
拾
三
円

一
数
寄
屋
帷
子
地
一
反

前
田
季
二

一
金
拾
五
円

一
久
留
米
絣
一
反

本
多
恒
次
郎

一
金
五
円

一
数
寄
屋
羽
織
地
一
反

余
語
八
十
吉

一
金
拾
円

岩
佐
登
弥
太

一
金
壱
円

大
野
忠
淳

〆

一
金
壱
円

一
数
寄
屋
羽
織
地
一
反

大
谷
一
枝

一
同
上

一
同
上

大
谷

巌

一
同
上

一
同
上

笹
川
章
門

一
金
拾
五
円

大
谷
如
水

一
金
弐
千
疋

高
橋

謹

一
金
三
千
疋

都
築
ひ
て

一
金
弐
千
疋

伊
藤

花

〆

一
金
拾
五
円

沢
木
禄
平

一
同
上

佐
野

久

一
金
弐
千
疋

村
上
一
衛

一
同
上

中
島
直
蔵

一
金
拾
五
円

ふ
ち

一
金
五
千
疋

小
野
田

一
同
上

千
枝

一
金
五
円

か
ね

一
同
上

ひ
て

一
同
上

千
代

一
金
千
疋

き
ぬ

一
同
上

り
ん

一
金
壱
円
ツ
�

家
丁
四
人

〆

一
金
壱
円
五
拾
銭

大
野
素
久

一
同
上

尾
崎

涼

一
同
上

岩
屋
政
夫

一
金
五
拾
銭

室
田
文
六

一
金
五
百
疋

高
島
竟
介

一
同
上

大
武
利
平

一
金
弐
円
五
拾
銭

別
途
一
金
拾
円

天
野
五
平

一
金
五
円

山
本

武

一
金
五
円

草
尾
�
太
郎

一
金
三
円

中
根

新

一
金
三
円

根
来
駒
野

一
金
五
百
疋

岩
屋

政

一
金
五
拾
銭

こ
ま

一
金
三
百
疋

三
上

謙

一
金
五
拾
銭
ツ
�

家
丁
四
人

一
金
壱
円
ツ
�

岩
佐
�
者
一
人
・
同
馬
丁
一
人

同
人
力
車
夫
二
人
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一
金
壱
円

橋
本
�
者

一
金
五
拾
銭
ツ
�

橋
本
馬
丁
一
人

同
人
力
車
夫
一
人

一
金
壱
円

林
人
力
車
夫

〆
外
ニ

一
金
弐
拾
円

武
田
正
規

一
同
上

旅
費
一
金
拾
五
円

大
谷
如
水

一
金
五
円
ツ
�

毛
受

洪

萩
原

縫

勝
木
十
蔵

桑
山
十
蔵

小
栗

環

勝
木
立
根

高
村

高

一
金
弐
円
五
拾
銭

米
岡
斯
近

〆

○
七
月
十
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
礼
以
子
命
の
正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主

茂
昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め

ら
る

○
同
日
慶
民
君
学
習
院
予
備
科
第
五
級
を
卒
業
せ
ら
る
、
卒
業
証
書
左
の
如
し

第
九
十
六
号

華
族
正
三
位
侯
爵
松
平
茂
昭
養
弟

松
平
慶
民
七
年
五
月

予
備
科
第
五
級
卒
業
之
証

明
治
廿
二
年
七
月
十
日

学
習
院

今
十
日
学
習
院
ニ
而
進
級
授
与
式
執
行
ニ
付
、
及
第
之
証
拝
受
誠
ニ
以
満

悦
之
至
、
依
之
為
褒
美
机
・
絵
具
進
シ
候
、
尚
今
後
勉
強
無
怠
様
有
之
度

候
也明

治
廿
二
年
七
月
十
日

従
一
位
松
平
慶
永

松
平
慶
民
殿

○
七
月
十
三
日
慶
民
君
明
宮
御
殿
江
参
上
、
中
元
之
御
祝
儀
を
申
上
ら
る
、
交

肴
一
折
進
献
せ
ら
れ
御
殿
に
於
て
午
餐
を
賜
ハ
る

○
七
月
十
四
日
明
宮
殿
下
よ
り
慶
民
君
に
交
肴
を
下
賜
せ
ら
る

○
七
月
十
七
日
越
前
国
坂
井
港
住
旧
臣
前
田
閑
来
る
、
是
ハ
同
港
の
篤
志
者
兼

て
港
内
に
一
社
を
新
営
し
て
慶
永
公
の
御
寿
像
を
安
置
す
る
の
計
画
あ
り
し

か
、
此
節
い
よ
�
�
其
計
画
を
実
行
せ
ん
と
し
、
即
ち
公
の
承
諾
を
請
ふ
た

め
篤
志
者
の
惣
代
と
し
て
来
れ
る
な
り
、
さ
て
前
田
、
武
田
正
規
に
面
会
を

乞
ひ
其
次
第
を
語
り
し
故
、
武
田
重
ね
て
何
分
の
返
答
に
及
ふ
旨
申
聞
た
り

き
○
七
月
十
八
日
里
子
君
華
族
女
学
校
小
学
上
等
科
第
二
級
を
卒
業
せ
ら
れ
、
正

子
君
同
校
小
学
下
等
科
第
二
級
を
卒
業
せ
ら
る
、
修
業
証
書
左
の
如
し

証
書
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正
二
位
松
平
慶
永
六
女

松
平
里
子
十
一
年
四
月

小
学
上
等
科
第
二
級
修
業
候
事

明
治
廿
二
年
七
月
十
八
日

華
族
女
学
校

証
書

正
二
位
松
平
慶
永
七
女

松
平
正
子
九
年
九
月

小
学
下
等
科
第
二
級
修
業
候
事

明
治
廿
二
年
七
月
十
八
日

華
族
女
学
校

○
同
日
林
竜
之
介
・
前
田
季
二
・
太
田
辰
三
に
毎
夜
一
名
ツ
�
交
代
宿
泊
を
依

頼
せ
ら
る
、
慶
永
公
の
容
躰
時
々
出
来
不
出
来
あ
り
し
故
な
り

○
七
月
廿
二
日
前
田
閑
再
ひ
来
て
社
殿
新
営
御
寿
像
安
置
の
事
を
伺
ひ
し
か
、

此
事
ハ
先
年
福
井
在
勤
有
賀
清
門
よ
り
内
意
を
伺
ひ
し
に
、
慶
永
公
さ
る
事

ハ
好
ま
す
と
あ
り
し
故
、
即
其
旨
を
武
田
よ
り
有
賀
に
申
遣
ハ
し
候
事
も
あ

り
け
れ
と
、
篤
志
者
の
懇
請
黙
止
か
た
か
り
し
故
武
田
尚
又
公
に
伺
ひ
し
に

再
三
御
考
案
あ
り
て
、
折
角
計
画
せ
し
事
を
強
て
抑
止
す
る
も
心
な
き
業
な

れ
は
、
別
に
異
存
な
き
旨
答
へ
置
く
へ
し
と
あ
り
し
故
、
武
田
よ
り
前
田
に

其
趣
を
返
答
せ
り

○
七
月
廿
三
日
橋
本
綱
常
及
ひ
独
乙
人
ベ
ル
ツ
氏
を
招
き
診
察
せ
し
め
ら
る
、

去
る
六
月
十
一
日
橋
本
綱
常
・
岩
佐
純
及
ひ
ベ
ル
ツ
氏
診
察
し
て
、
諸
症
平

穏
敢
て
懸
念
す
へ
き
程
の
事
ハ
在
ら
せ
ら
れ
す
と
申
け
れ
と
、
爾
来
矢
張
出

来
不
出
来
あ
り
し
故
更
に
診
察
せ
し
め
ら
れ
し
な
り
、
此
時
両
氏
目
下
憂
ふ

へ
き
ハ
惣
躰
の
御
衰
弱
な
り
、
故
に
今
後
い
よ
�
�
滋
養
物
を
進
む
る
か
肝

要
な
り
云
々
申
立
た
り
き

○
八
月
八
日
芝
区
増
上
寺
本
堂
内
部
の
造
作
費
と
し
て
金
百
円
寄
附
せ
ら
る
、

先
年
同
寺
本
堂
再
建
費
と
し
て
金
五
拾
円
寄
附
せ
ら
れ
け
れ
と
、
当
時
募
集

金
額
内
部
の
造
作
を
も
成
就
す
る
ま
て
に
は
至
ら
さ
り
し
よ
し
に
て
、
此
節

住
職
代
理
瑞
蓮
院
藤
井
大
運
等
発
起
し
て
内
部
造
作
費
を
募
集
せ
し
故
寄
附

せ
ら
れ
し
な
り
、
此
時
慶
永
公
に
発
起
者
の
列
に
加
ハ
ら
れ
た
き
旨
懇
請
の

旨
あ
り
け
れ
と
、
養
病
中
な
り
し
故
謝
絶
せ
ら
れ
た
り

○
同
日
旧
臣
萩
原
縫
福
井
よ
り
着
す
、
慶
永
公
の
御
容
躰
を
候
ふ
た
め
、
去
る

六
日
福
井
を
発
し
昨
七
日
夜
九
時
着
京
せ
し
な
り
、
本
邸
の
曹
舎
に
指
置
か

れ
日
々
賄
を
賜
ふ

○
八
月
十
六
日
萩
原
縫
午
後
四
時
新
橋
発
汽
車
に
て
福
井
に
帰
る

○
八
月
廿
五
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
斉
承
命
の
正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主

茂
昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め

ら
る

○
八
月
廿
六
日
慶
民
君
午
前
八
時
出
門
上
野
東
照
宮
に
参
詣
せ
ら
る
、
本
日
ハ
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慶
長
中
徳
川
家
に
て
江
戸
府
を
開
か
れ
し
以
来
三
百
年
に
相
当
す
る
を
以
て
、

府
下
の
有
志
者
相
謀
り
て
紀
念
祭
を
執
行
せ
し
な
り
、
茂
昭
公
に
も
参
詣
せ

ら
れ
し
か
、
慶
永
公
ハ
所
労
中
参
詣
せ
ら
れ
す
、
慶
民
君
代
拝
せ
ら
れ
た
り
、

幣
帛
料
両
公
各
千
疋
ツ
�
奉
納
せ
ら
れ
、
外
に
紀
念
祭
事
務
所
へ
金
百
円
寄

附
し
、
家
康
公
の
御
由
緒
あ
る
家
伝
の
重
器
数
種
を
物
品
陳
列
所
に
出
し
て
、

公
衆
の
縦
覧
に
供
せ
ら
れ
た
り

○
八
月
三
十
一
日
明
宮
殿
下
御
誕
辰
、
慶
民
君
午
前
九
時
出
門
花
御
殿
江
参
賀

せ
ら
る
、
此
日
慶
永
公
・
慶
民
君
よ
り
殿
下
江
交
肴
一
折
進
献
せ
ら
れ
、
殿

下
よ
り
も
御
交
肴
三
種
下
賜
ハ
る
、
花
御
殿
詰
属
官
の
添
書
左
の
如
し

一
三
種

一
折

右
本
日
明
宮
殿
下
御
誕
辰
ニ
付
被
下
候
間
御
廻
シ
申
入
候
、
御
拝
受
相
成

度
候
也

八
月
卅
一
日

花
御
殿
詰
属

松
平
慶
永
殿

○
九
月
一
日
福
井
毛
受
洪
よ
り
電
信
を
以
て
山
階
宮
御
父
子
福
井
に
成
ら
せ
ら

れ
し
旨
を
報
す
、
即
時
に
返
電
を
発
し
て
御
肴
三
重
・
御
菓
子
一
重
慶
永
公

よ
り
進
献
せ
ら
る
へ
き
旨
を
通
達
せ
ら
る
、
来
往
電
文
左
の
如
し

毛
受
よ
り
来
る
電
文

山
階
宮
兼
テ
一
位
様
御
話
シ
ア
ル
ユ
ヱ
福
井
見
ニ
ト
テ
、
只
今
御
父
子
三

秀
園
エ
御
着
キ
、
三
四
日
御
出
テ
因
テ
申
シ
上
ク

毛
受
・
有
賀
宛
返
電

宮
様
エ
重
詰
肴
三
種
・
菓
子
一
重
一
位
様
ヨ
リ
献
上
タ
ノ
ム

○
九
月
二
日
徳
川
家
達
殿
芝
増
上
寺
に
於
て
静
寛
院
宮
の
十
三
年
御
忌
法
会
を

執
行
せ
ら
る
、
慶
永
公
所
労
中
参
拝
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
に
代
拝
を
命
し

御
香
奠
金
千
疋
献
備
せ
ら
る

○
九
月
六
日
本
邸
に
於
て
門
野
隼
雄
に
家
扶
を
依
頼
せ
ら
る
達
書
等
茂
昭

公
譜
に
記
載
す

○
九
月
八
日
節
子
君
・
里
子
君
午
前
六
時
新
橋
発
汽
車
に
て
大
磯
に
赴
か
る
春光

君
同
道

幾
子
君
過
日
来
滞
留
せ
ら
れ
し
故
起
居
を
伺
ハ
れ
し
な
り
、
午
後
七
時

帰
邸
せ
ら
る
、
沢
木
禄
平
・
女
中
ふ
ち
・
駒
野
随
行
す

○
同
日
慶
民
君
午
十
二
時
出
門
明
宮
御
殿
に
参
上
せ
ら
る
、
本
日
ハ
召
に
依
り

て
参
殿
せ
ら
れ
し
か
、
殿
下
上
野
公
園
の
行
啓
に
随
従
仰
出
さ
れ
、
御
帰
殿

後
晩
餐
を
下
賜
ハ
り
午
後
七
時
過
退
下
せ
ら
れ
た
り

○
九
月
九
日
慶
民
君
午
前
八
時
新
橋
発
汽
車
に
て
大
磯
�
竜
館
に
赴
か
る
、
幾

子
君
の
起
居
を
伺
ハ
れ
し
な
り
、
武
田
正
規
・
大
谷
如
水
随
行
す
、
今
夜
大

磯
に
一
泊
せ
ら
る

○
九
月
十
日
慶
民
君
午
後
六
時
過
大
磯
よ
り
帰
邸
せ
ら
る
、
本
日
風
雨
強
く
大
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磯
辺
の
海
上
波
濤
激
怒
、
漁
船
の
転
覆
す
る
も
の
少
か
ら
さ
り
し

○
九
月
十
一
日
午
后
四
時
頃
よ
り
暴
風
雨
、
十
時
比
に
至
り
�
甚
し
く
翌
暁
一

時
漸
く
鎮
静
す
、
府
下
一
般
樹
木
を
抜
き
家
屋
を
破
毀
す
る
も
の
鮮
少
な
ら

す
、
当
邸
内
板
塀
等
所
々
破
損
す

○
九
月
十
五
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
斉
善
命
の
正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主

茂
昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め

ら
る

○
九
月
十
八
日
午
後
四
時
大
谷
如
水
を
招
き
晩
餐
を
�
せ
ら
る
、
去
る
五
月
上

京
已
来
慶
永
公
の
病
褥
に
侍
し
て
在
り
し
か
、
近
々
出
発
帰
県
す
る
事
と
な

り
し
故
其
労
を
慰
せ
ら
る
�
た
め
な
り
、
武
田
正
規
・
門
野
隼
雄
相
伴
す
、

此
時
如
水
に
慶
永
公
よ
り
七
子
紬
紋
章
附
袷
羽
織
壱
、
節
子
君
御
始
よ
り
縮

緬
裂
地
其
外
種
々
を
賜
ふ

○
九
月
廿
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
忠
昌
命
の
正
忌
祭
中祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主
茂

昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め
ら

る
○
九
月
廿
三
日
秋
季
皇
霊
祭
所
労
中
参
拝
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を
指

出
さ
る

○
同
日
大
谷
如
水
午
前
六
時
新
橋
発
汽
車
に
て
発
程
福
井
に
帰
る
、
慶
民
君
新

橋
ま
て
見
送
ら
る

○
九
月
廿
六
日
宮
内
省
江
越
前
産
新
雲
丹
五
壜
一
壜
五

合
入

献
上
せ
ら
る

○
十
月
十
二
日
家
従
並
村
上
一
衛
病
気
養
生
の
た
め
福
井
に
赴
き
四
週
間
滞
在

い
た
し
度
旨
出
願
す
、
即
日
其
願
を
許
容
せ
ら
る

○
十
月
十
七
日
神
嘗
祭
所
労
中
参
拝
せ
ら
れ
す
、
式
部
職
江
不
参
届
を
差
出
さ

る
○
同
日
華
族
会
館
長
三
条
実
美
殿
よ
り
、
近
々
明
宮
殿
下
に
立
太
子
宣
下
あ
る

よ
し
、
其
節
華
族
一
同
よ
り
何
品
か
献
上
し
て
ハ
如
何
の
旨
協
議
せ
ら
る
、

来
往
書
�
左
の
如
し

協
議
の
書
�

明
宮
殿
下
近
々
立
太
子
宣
下
被
為
在
候
趣
ニ
付
而
ハ
、
華
族
一
同
�
恐
悦

ト
シ
テ
当
日
何
歟
献
上
物
致
候
而
ハ
如
何
哉
ト
相
考
候
、
且
御
品
之
儀
ハ

見
斗
献
上
可
致
、
此
段
及
御
相
談
候
条
、
御
異
存
も
無
之
候
ハ
�
一
同
江

可
及
通
知
候
、
尤
右
費
額
ハ
凡
ソ
三
百
円
前
後
ト
見
込
、
各
自
ヨ
リ
御
出

金
之
事
ニ
致
度
、
此
段
及
御
協
議
候
条
、
来
ル
十
八
日
中
御
報
相
成
度
候

也
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廿
二
年
十
月
十
六
日

華
族
会
館
長
三
条
実
美

回
答

拝
読
、
明
宮
殿
下
近
々
立
太
子
宣
下
被
為
在
候
趣
ニ
付
而
ハ
、
華
族
一
同

�
為
恐
悦
何
歟
献
物
有
之
候
而
ハ
如
何
と
の
御
考
慮
、
且
品
之
儀
ハ
御
見

斗
献
上
可
相
成
等
御
相
談
之
旨
逐
次
拝
承
、
尤
以
御
同
意
之
儀
ニ
御
座
候

間
、
乍
御
手
数
可
然
御
取
計
被
下
度
奉
伏
願
候
、
猶
費
額
及
出
金
云
々
御

示
之
儀
も
別
段
存
寄
等
ハ
無
御
坐
候
間
、
同
前
宜
様
相
願
候
、
右
御
報
旁

御
倚
頼
申
上
度
如
斯
御
座
候
也

廿
二
年
十
月
十
七
日

松
平
慶
永

華
族
会
館
長
三
条
実
美
殿

○
同
日
村
上
一
衛
午
前
八
時
病
気
養
生
と
し
て
福
井
に
出
発
す
、
四
週
間
の
暇

を
賜
ハ
り
し
な
り

○
十
月
十
九
日
由
利
公
正
子
以
下
十
一
名
を
招
き
小
宴
を
開
か
る
、
慶
永
公
病

痾
快
癒
に
至
ら
れ
し
故
な
り
、
午
後
四
時
茂
昭
公
来
邸
、
慶
永
公
と
共
に
宴

席
に
列
せ
ら
る
、
御
招
き
人
名
左
の
如
し

由
利
公
正
子

村
田
氏
寿

堤

正
誼

田
辺
良
顕

松
平
正
直

福
島
敬
典

長
谷
部
辰
連

岩
佐

純

橋
本
綱
常

伊
藤

輔

長
谷
川
源
之
丞

外
に

武
田
正
規

門
野
隼
雄

○
十
月
廿
三
日
本
邸
祠
堂
ニ
於
て
秋
季
祭
大祭
を
執
行
せ
ら
る
、
祭
主
茂
昭
公
、

祭
官
杉
浦
勝
雅
、
伶
人
今
村
今
・
本
島
重
久
・
小
針
常
賢
来
る
、
慶
永
公
所

労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し
め
ら
る

○
十
月
卅
一
日
明
宮
殿
下
江
近
々
立
太
子
宣
下
の
際
、
華
族
方
一
同
の
献
品
に

除
名
あ
り
た
き
旨
を
華
族
会
館
江
申
入
ら
る
、
会
館
よ
り
更
に
問
合
ハ
せ
の

旨
あ
り
し
故
な
り

華
族
会
館
の
問
合
書

拝
啓
、
陳
者
立
太
子
献
品
之
儀
御
同
意
之
旨
御
回
答
有
之
候
処
、
麝
香
間

祗
候
之
向
ハ
別
段
御
献
品
相
成
候
趣
ニ
而
、
同
族
献
品
之
方
江
ハ
除
名
申

出
之
方
有
之
候
、
然
る
ニ
同
族
献
品
之
方
江
も
尚
御
加
名
可
相
「
候
」（
朱
書
）

成
哉
、
及

御
問
合
候
条
否
至
急
御
報
有
之
度
候
也

十
月
卅
日

華
族
会
館

回
答

拝
読
、
陳
者
立
太
子
献
品
之
儀
ニ
付
過
日
御
同
意
之
趣
及
御
回
答
候
処
、

如
来
諭
麝
香
間
祗
候
之
向
ハ
別
段
献
品
候
事
ニ
相
成
候
、
依
之
同
族
一
統

�
献
品
之
方
ハ
御
除
名
被
下
度
候
、
右
御
報
旁
如
斯
御
座
候
也

十
月
卅
一
日

華
族
会
館
御
中

○
十
一
月
一
日
宮
内
大
臣
よ
り
来
る
三
日
立
皇
太
子
宣
下
仰
出
さ
れ
た
れ
ハ
、
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同
日
参
賀
あ
る
へ
き
旨
達
せ
ら
る
、
左
の
如
し

来
ル
十
一
月
三
日
、
嘉
仁
親
王
殿
下
ヲ
皇
太
子
ニ
可
被
為
立
旨
被
仰
出
候

ニ
付
、
大
礼
服
着
用
当
日
午
後
二
時
宮
中
江
参
賀
、
尋
テ
花
御
殿
江
参
上

拝
賀
可
有
之
、
此
段
申
入
候
也

但
当
日
花
御
殿
へ
参
上
ノ
節
ハ
、
赤
坂
離
宮
御
車
寄
ヨ
リ
昇
降
ノ
事

二
十
二
年
十
月
卅
一
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元

従
一
位
松
平
慶
永
殿

○
十
一
月
三
日
天
長
節
及
立
太
子
参
賀
所
労
中
参
内
せ
ら
れ
す
、
宮
内
大
臣
江

不
参
届
を
指
出
さ
る
、
本
日
立
皇
太
子
の
勅
語
及
ひ
御
達
書
左
の
如
し

勅
語

壷
切
ノ
剣
ハ
歴
朝
皇
太
子
ニ
伝
ヘ
以
テ
朕
カ
身
ニ
�
ヘ
リ
、
今
之
ヲ
汝
ニ

伝
フ
、
汝
其
レ
之
ヲ
体
セ
ヨ

御
達
書

朕
祖
宗
ノ
遺
範
ニ
循
ヒ
嘉
仁
親
王
ヲ
立
テ
�
皇
太
子
ト
為
ス
、
茲
ニ
之
ヲ

公
布
シ
テ
周
ク
知
悉
セ
シ
ム

明
治
二
十
二
年
十
一
月
三
日

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元
奉

任
陸
軍
歩
兵
少
尉

皇
太
子
嘉
仁
親
王

補
近
衛
歩
兵
第
一
聯
隊
附

陸
軍
歩
兵
少
尉
嘉
仁
親
王

叙
大
勲
位
授
菊
花
大
綬
章

皇
太
子
嘉
仁
親
王

○
同
日
慶
永
公
麝
香
間
祗
候
の
方
々
と
共
に
鮮
鯛
一
折
、
慶
民
君
交
肴
一
折
花

御
殿
江
献
上
せ
ら
る

○
十
一
月
十
九
日
観
菊
御
会
所
労
参
上
せ
ら
れ
す
、
宮
内
大
臣
江
不
参
届
を
指

出
さ
る

○
同
日
村
上
一
衛
の
家
従
並
雇
を
解
き
、
松
原
熊
次
郎
に
家
従
並
関
口
邸
勤
を

命
辞
令
書
ハ
茂
昭
公

譜
に
記
載
す

せ
ら
る
、
熊
次
郎
ハ
一
衛
の
実
弟
な
り

○
十
一
月
廿
三
日
新
嘗
祭
所
労
中
参
拝
せ
ら
れ
す
、
式
部
長
官
江
不
参
届
を
指

出
さ
る

○
十
一
月
廿
九
日
賞
勲
局
に
於
て
憲
法
発
布
紀
念
章
を
授
与
せ
ら
る
、
予
め
召

喚
状
来
り
し
か
所
労
中
な
り
し
故
堤
正
誼
に
代
理
を
依
嘱
せ
ら
れ
た
り
、
紀

念
章
授
与
の
証
左
の
如
し

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
紀
念
章
授
与
之
証

従
一
位
勲
一
等
松
平
慶
永

明
治
二
十
二
年
八
月
三
日
勅
令
第
百
三
号
之
旨
ニ
依
リ
大
日
本
帝
国
憲
法

発
布
紀
念
章
ヲ
授
与
ス

明
治
二
十
二
年
十
一
月
廿
五
日

奉
勅

－ 297 －

明治２２年（１８８９）



賞
勲
局
総
裁
従
三
位
勲
一
等
伯
爵
柳
原
前
光
印

賞
勲
局
副
総
裁
従
三
位
勲
二
等
子
爵
大
給
恒
印

此
証
ヲ
勘
査
シ
第
三
十
五
号
ヲ
以
テ
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
紀
念
章
簿
冊

ニ
登
記
ス

賞
勲
局
書
記
官
正
五
位
勲
四
等
平
「
希
」（
朱
書
）

井
昌
印

賞
勲
局
書
記
官
従
五
位
勲
五
等
横
田
香
苗
印

〆

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
紀
念
章
佩
用
式

一
紀
念
章
ハ
左
肋
ニ
佩
フ
ヘ
シ

一
紀
念
章
ヲ
四
等
以
下
ノ
勲
章
・
紀
章
若
ク
ハ
褒
章
ト
併
佩
ス
ル
時
ハ
、
勲

章
ノ
左
記
章
・
褒
章
ノ
右
ニ
列
シ
佩
フ
ヘ
シ

明
治
二
十
二
年
十
一
月

日

内
閣
賞
勲
局

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
紀
念
章
ヲ
賜
リ
タ
ル
者
届
出
心
得

紀
念
章
ヲ
賜
リ
タ
ル
者
左
ノ
事
項
有
之
節
ハ
賞
勲
局
ヘ
届
出
ヘ
シ

但
勅
奏
任
官
并
従
六
位
以
上
・
勲
六
等
以
上
ノ
者
及
華
族
ノ
戸
主
ハ
直
ニ

本
人
ヨ
リ
、
其
他
ノ
者
ハ
其
管
轄
庁
寄
留
者
ハ
其

地
ノ
管
轄
庁
ヲ
経
テ
届
出
ヘ
シ

一
本
貫
族
籍
転
換
ノ
節

一
苗
字
名
変
改
ノ
節

左
ノ
二
項
ハ
親
戚
故
旧
又
ハ
遺
族
ヨ
リ
届
出
ヘ
シ

一
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
節

但
宣
告
書
全
文
ヲ
書
載
ス
ヘ
シ

一
死
亡
ノ
節

明
治
二
十
二
年
十
一
月

日

内
閣
賞
勲
局

○
十
一
月
三
十
日
慶
永
公
の
御
代
理
と
し
て
茂
昭
公
午
後
一
時
出
門
参
内
、
青

山
御
所
・
東
宮
御
所
へ
も
参
上
、
憲
法
発
布
紀
念
章
拝
受
の
御
礼
を
申
上
け
、

帰
途
宮
内
大
臣
・
賞
勲
局
総
裁
の
邸
に
も
赴
か
る

○
十
二
月
六
日
本
邸
祠
堂
に
於
て
勇
子
命
の
三
年
祭
大祭
を
執
行
せ
ら
る
、
来
廿

三
年
一
月
六
日
相
当
な
れ
と
、
都
合
あ
り
て
本
日
に
引
揚
け
ら
れ
た
り
、
祭

主
茂
昭
公
、
慶
永
公
所
労
中
列
席
せ
ら
れ
す
、
武
田
正
規
を
し
て
代
拝
せ
し

め
ら
る
、
祭
官
杉
浦
勝
雅
・
副
祭
官
千
村
孝
義
、
伶
人
今
村
今
・
本
島
重
久

・
小
野
（
道
）

亮
造
来
る
、
祭
に
会
せ
ら
れ
し
方
々
及
ひ
代
拝
人
に
昼
餐
を
�
せ
ら

る

会
祭
の
方
々

徳
川
家
達
殿

細
川
護
久
殿

断
細
川
峰
子
君

断
細
川
宏
子
君

津
軽
承
昭
殿

長
岡
護
美
殿

宗
嘉
代
子
君

松
平
宜
子
君

阿
部
正
桓
殿

松
平
直
静
殿

外
に
御
案
内
な
く
会
祭
せ
ら
れ
し
方
々

徳
川
頼
倫
殿

松
平
康
民
殿

御
代
拝
の
人
名
ハ
略
す

○
十
二
月
十
七
日
友
子
君
を
華
族
女
学
校
に
入
学
せ
し
め
ら
れ
た
き
旨
願
出
ら

る
、
左
の
如
し
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東
京
府
華
族

従
一
位
松
平
慶
永
八
女

松
平
友
子

明
治
十
四
年
一
月
十
二
日
生

右
者
今
般
御
校
江
入
学
志
願
ニ
付
御
許
可
被
下
度
、
此
段
相
願
候
也

明
治
廿
二
年
十
二
月

日

府
下
小
石
川
区
関
口
町
百
六
十
二
番
地

右
父
従
一
位
松
平
慶
永

華
族
女
学
校
御
中

第
三
四
九
号

聞
届
候
事

明
治
（
三
）

廿
二
年
一
月
十
六
日

履
歴
書

東
京
府
華
族

従
一
位
松
平
慶
永
八
女

松
平
友
子

一
生
所
小
石
川
区
小
石
川
水
道
町
三
十
五
番
地

一
生
年
月
明
治
十
四
年
一
月
十
二
日
生

一
現
在
所
小
石
川
区
関
口
町
百
六
拾
二
番
地

家
庭
科
目

一
読
書
尋
常
小
学
読
本
四
迄

書
取

一
筆
算
除
法
迄

一
作
文
近
易
之
記
事

一
画
学
直
線
曲
線

一
習
字
国
尽

右
之
通

○
十
二
月
十
九
日
思
食
を
以
て
雉
子
二
羽
下
賜
せ
ら
る
、
上
直
侍
従
の
添
書
左

の
如
し一

雉
子
二
羽

右
者
習
志
野
御
猟
場
ニ
於
テ
捕
獲
ニ
付
以
思
召
下
賜
候
間
、
御
伝
申
進
候

也
十
二
月
十
九
日

上
直
侍
従

松
平
慶
永
殿

○
十
二
月
廿
九
日
本
日
よ
り
三
日
の
内
歳
末
御
祝
義
参
内
せ
ら
る
へ
き
筈
な
る

か
、
所
労
中
故
参
内
せ
ら
れ
す
、
式
部
長
官
江
不
参
届
を
差
出
さ
る
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